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享
保
六
年
閏
七
月
十
日
の
豊
竹
座

1

越
中
の
内
山
逸
峰
が
観
た
舞
台
1

秋

本

鈴

史

享保六年閏七月十日の豊竹座

「

演
じ
ら
れ
る
そ
の

「
時
」
、
そ
の

「
場
」
が
生
命
で
あ
る
演
劇
。

一
回
性
を
本
質
と
す
る
演
劇
、
と
り
わ
け

「
古
典
」
と
名
付
け
ら
れ

た
演
劇
を
、
当
時
の
ま
ま
に
再
現
す
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ら
演
劇

・
芸
能
の
生
命

・
本
質
に
少
し
で
も
触
れ
よ
う
と
し

て
、
残
さ
れ
た
絵
画
や
文
献
資
料
、
あ
る
い
は
民
俗
行
事
な
ど
の
中
か
ら
、
当
時
の
生
き
た
舞
台
を
再
現
す
る
努
力
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

な
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
も

一
つ
の
資
料
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
当
時
の
舞
台
再
現
の
試
み
で
あ
る
。
資
料
は
今

ま
で
も
多
く
紹
介
さ
れ

て
き
た

「観
劇
記
」
の

一
つ
で
あ
る
。
た
だ
従
来
の
観
劇
記
類
と
の
相
違
は
、
こ
れ
を
記
録
し
た
人
が
こ
う
し
た
芸
能
に
殆
ど
接
し
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
芝
居
好
き
の
人
が
残
し
た
詳
細
な
観
劇
の
記
録
の
束
が
、
そ
の
時
代

の
か
け
が
え
の
な

い
貴
重
な
資
料

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
が
、
始
め
て
み
る
舞
台

に
驚
嘆
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
、
急

い
で
記
録

の
筆
を
走
ら
せ
た

一
人
の
若
者
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文林 二十三号

の
残
し
た
恐
ら
く
唯

一
の
観
劇
の
記
録
は
、
い
つ
も
舞
台
を
見
慣
れ
て
い
る
人
が
決
し
て
記
録
に
は
残
さ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
ま
で

も
書
き
留
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
当
時
の
日
常
的
な
舞
台
の
様
子
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
最
も
判
り
に
く
い
の

が
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
普
通
の
舞
台
の
様
子
な
の
で
あ
る
。
特
殊
な
演
技
や
特
別
な
演
出
は
、
興
行
の
眼
目
と
な
り
、
ま
た
観
客
の
注

目
を
集
め
る
こ
と
に
も
な

っ
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
な
日
常

は
、
特
に
記
述
す
る
対

象
に
は
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
録
態
度
の
相
違
こ
そ
が
、
本
資
料
の
生
命
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
記
録
さ
れ
た
享
保

六
年
と
い
う
の
が
、
近
松
門
左
衛
門
の
最
晩
年
に
も
あ
た
り
、
享
保
の
改
革
の
波
が
大
坂
の
興
行
界
に
も
押
し
寄

せ
て
く
る

一
つ
の
大
き

な
変
革
期
を
迎
え
て
い
た
こ
と
も
、
本
資
料

の
価
値
を
よ
り

]
層
高
く
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

二

富
山
市
街
を
離
れ
、
神
通
川
を
渡
り
北

へ
向
か
う
。
富
山
湾
に
出
る
ま
で
の
中
程
に
宮
尾
と
い
う
集
落
が
あ
る
。
こ
こ
に
現
在
富
山
県

民
会
館
分
館
と
な

っ
て
い
る

「内
山
邸
」
が
あ
る
。
室
町
末
期
に
宮
尾
の
地
に
入

っ
た
内
山
家
は
、
新
田
開
発
を
行
う
大
百
姓
で
あ
り
、

富
山
藩
時
代
に
は
十
村
役
を
勤
め
る
家
柄
で
あ

っ
た
と
い
う
。
現
在
豪
農
の
館
と
し
て

一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
内
山
邸
は
、
幕
末
の
建

造
で
明
治
に
な

っ
て
改
装
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
生
活
・ぶ
り
が
窺
え
る
堂
々
た
る
建
造
物
で
あ
る
。

は
や
み
ね

こ
の
内
山
家
の
七
代
目
、
内
山
逸
峰
な
る
人
物
が
こ
の
観
劇
記
を
残
し
た
人
で
あ
る
。
内
山
治
右
衛
門

・
逸
峰
は
元
禄

十

四
年
生

ま

れ
、
安
永
九
年
に
八
十
歳

で
没
す
る
。
彼
は
、
大
百
姓
内
山
家
の
家
督
を
継
ぎ
十
村
役
な
ど
を
勤
め
る
傍
ら
、
二
条
派
の
和
歌
を
学
び
数

多
く
の
紀
行
文
な
ど
を
残
し
た
。
こ
の
逸
峰

の
残
し
た
膨
大
な
紀
行
文

の
一
部
が
、
宮
尾
の
内
山
邸
の
二
階
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
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ら
逸
峰
の
紀
行
文
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
内
山
家
の
直
系
の
子
孫
で
あ
る
岡
村
日
南
子
氏
の
手
に
よ
り
、
翻
刻
が
開
始
さ
れ

『内
山
逸
峰

紀
行
文
集
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
更
に
昭
和
六
十

一
年
に
は
、
そ
の
続
編
と
し
て

『内
山
逸
峰
集
-
享
保
～
安
永
1
』
も
出
版
さ
れ
る

(共
に
桂
書
房
刊
)
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
も
、
こ
の

『内
山
逸
峰
集
-
享
保
～
安
永
1
』
に
収
載
さ
れ
た

『伊
勢
参
宮
道
紀
』
と
題
さ

(
1
)

れ
た
紀
行
文
で
あ
り
、
逸
峰
の
最
も
早
い
時
期
の
紀
行
文
で
あ
る
。

『伊
勢
参
宮
道
紀
』
は
、
享
保
六
年
、
逸
峰
二
十

一
歳
の
七
月
二
十

一
日
よ
り
、
閏
七
月
二
十
四
日
ま
で
の
約

一
ヵ
月
に
わ
た
る
、
伊

勢
上
方

へ
の
旅
の
紀
行
文
で
あ
る
。
七
月
二
十

一
日
に
富
山
の
宮
尾
を
立
ち
、
金
沢
、
武
生
、
長
浜
を
経
て
鈴
鹿
峠
を
越
え
、
七
月
二
十

九
日
に
伊
勢
に
到
着
。
伊
勢
参
り
を
済
ま
せ
翌
三
十
日
に
伊
勢
を
立
ち
、
上
野
を
経
て
閏
七
月
二
日
奈
良
に
入
り
、
当
麻
、
三
輪
な
ど
を

見
物
し
な
が
ら
吉
野
に
向
か
い
、
五
日
に
は
高
野
山

へ
も
上
る
。
七
日
に
は
和
歌
山
に
立
ち
寄
り
、
和
泉
の
国
を
経
て
八
日
の
晩

に
大
坂

に
到
着
。
九
日

・
十
日
の
両
日
は
大
坂
で
過
ご
し
、
十

一
日
に
は
京
都
着
。
十
五
日
昼
ま
で
京
に
滞
在
、
土
産
を
買
う
と
帰
路
は
琵
琶
湖

の
西
に
道
を
取
り
、
二
十

一
日
夜
に
は
金
沢
に
到
着
。
金
沢
で
も
更
に
土
産
物
を
買
い
二
十
四
日
に
富
山
に
近
い
と
思
わ
れ
る
荒
町
に
到

着
し
た
と
こ
ろ
で

一
旦
筆
を
お
く
。
さ
ら
に
安
居
の
観
音
で
二
十
四
日
の
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
を
書
き
加
え
、
こ
の
紀
行
文
は
終
わ
る
。

逸
峰
は
、
大
坂
に
滞
在
し
た
九
日

・
十
日
の
両
日
、
更
に
京
で
も
十
二
日

・
十
四
日
に
芝
居
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

訪
れ
た
芝
居
は
、
大
坂
で
は
出
羽
座

・
竹
嶋
座

・
豊
竹
座
の
三
座
、
京
で
は
万
太
夫
座

・
和
歌
浦
芝
居
の
二
座
と
な

っ
て
お
り
、
大
坂
や

京
を
訪
れ
た
目
的
の
主
要
な
も
の
に
、
芝
居
見
物
が
あ

っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
但
し
、
芝
居
の
内
容
を
記
し
た
の
は
十
日
に
観
た
豊

竹
座
の
み
で
あ
り
、
他
の
芝
居
は
せ
い
ぜ
い
札
銭
の
額
を
記
す
だ
け
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の

『伊
勢
参
宮
道
紀
』
は
既
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
が
、
東
京
在
住
の
岡
村
氏
に
御
教
示
を
頂
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き
、
ま
た
富
山
県
立
図
書
館
の
御
世
話
で
原
本
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
紹
介
さ
れ
た
翻
刻
が
必
ず
し
も
原
本
の
表
記
の
通
り
で
は

な
く
、
ま
た

一
部
に
小
さ
な
脱
落
も
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
簡
単
な
書
誌
と
、
芝
居
に
関
係
す
る
部
分
の
翻
字
を
掲
げ

る
。

〔書
誌
〕

書
名

伊
勢
参
宮
道
紀

(富
山
県
立
図
書
館
寄
託
)

体
裁

横
形
。
十

一
・
八
×
十
六

・
八
、
仮
綴
、

一
冊
。

表
紙

中
央
に
大
き
く

「
伊
勢
参
宮
道
紀
」
、
左
に

「
享
保
六
年
」
、
右
に

「
文
月
廿

一
日
」
と
墨
書
。
右
下
に

「享
保
六
年
」
皇

紀
二
一二
八

一
年
L
廿
六
才
」
と
記
し
た
紙
を
貼

っ
て
あ
る
が
こ
れ
は
後
補
。

丁
数

十
二
丁
、
墨
付
十
二
丁
半

(半
丁
分
は
裏
表
紙
を
用
い
る
)
。

行
数

不
定
。
ほ
ぼ
十
五
行
～
十
九
行
。
但
し
観
劇
記

の
部
分
の
み
、

二
十
二
行
～
二
十
四
行
で
記
す
。

内
題

な
し
。
冒
頭
部
に
、
や
や
大
き
な
字

で

コ
旱
保
む

つ
の
と
し
ふ
つ
き
は
た
ち
鯨
り

一
日
越
乃
中
津
国
を
立
出
天
て
ら
す
お
ほ

ん
神
の
み
や
し
ろ
参
詣
と
こ
こ
ろ
さ
す
も
の
な
り
」
と
記
す
。

(
2

)

刊
記

十
ニ
オ
の
末
尾
に

「享
保
六
年
閏
文
月
念
四
焉
」
伊
勢
参
宮
下
向
致
参
詣
」
内
山
仁
左
衛
門
L
敬
白
」
と
記
す
。
但
し
、
十

ニ
ウ
と
裏
表
紙
の
表
に
か
け
て
二
十
四
日
の
夜

の
記
事
を
書
き
継
い
で
い
る
。

〔芝
居
関
係
部
分
〕

(括
弧
内
の
注
・
傍
線
は
秋
本
。
大
坂
到
着
六
ウ
十
二
行
目
よ
り
)

一30一
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八
日
ノ
晩
大
坂

二
着

米
八
拾
五
文

宿
賃
三
拾
文

道
頓
掘
つ
～
ら
屋
三
右
篠
門
殿

九
日
十
日
ノ
潮

飯
喰
て
よ
り
立

九
日
ノ
日

出
羽
か
座
え
入

三
十
五
文

夫
よ
り
又
竹
嶋
か
座
え
入

三
十
・弐
文

十
日
ノ
日

豊
竹
若
太
夫
上
総
豫

か
こ
い
ノ
内
四
拾

外
弐
捨
文

十
日
ノ
日

弐
匁
六
分
清
九
郎
に
か
り
て

日
銭
か
い
申
候

十
文
男

二
取
セ
ル

十
文
女
房
二
取
せ
る

(以
下
、
盟
竹
座
の
槻
劇
肥
録
。
原
本
に
は
特
に
区
切
り
は
な
い
が
、
艇
宜
の
為
に
改
行
し
、
整
理
の
杞
号
や
群
号
を
施
す
)

(第

一

中
程
よ
り
)

東
施

菓
果
公
ノ
息
女

わ
れ
参
申
候

欄
引
放

鰻
廻
ル

官
人
共
皆
負

ル

伍
子
膏
帰
レ
ト
云

縁
纐
有

ハ
不
帰

伍
子
か
ツ
マ
ニ
ナ
ル

(節
二
)

此
次

西
施
之
道
行

(1

ー

エ
)

(1

1

2
)

(
1

1

窪
)

(
I

1

4
)

(
I
1

5
V

(耳

ー

ロ
ー

1
)

道

行

ノ
内

二

西

日

ハ
ン

レ

イ

ア
リ

テ
イ
申

ス

西

ノ

日

大

フ

シ

ユ

ハ

ン

レ
イ
ガ

レ
ズ

ハ
ン

レ

イ

イ

サ

ム

ル

西

合

テ

ン

セ
ズ

大

フ
シ

ユ
セ

ク

ハ
ン

レ

イ

ソ

モ

ワ
レ

ヲ
何

ク

ヘ

ツ
レ
行

ト

聞

(
コ
ー

甲
1

1
)

又
大

フ
ヲ
イ
サ
ム
ル (

五

-

中
1

2
)

バ

カ

リ

事

ト

ハ

ヲ

モ

ワ

(
皿

-

中
1

5
)

(
皿
-

中

1

4
)

(
扁
-

中
1

5
)

(n

ー
中

1

6
)

一31一



文林 二十三号

ハ
ン

レ

イ
カ
女

出

怖

フ

ワ
レ
西

ト

タ

バ
カ

ラ

ン
云

(
l
l
中
ー

7
Ψ

西

ワ

レ
ヲ

コ

ロ
セ

ト

云

(1

1
甲
1

6
)

後

ニ

ハ
ン

レ

イ

ワ
ガ

女

ノ
衣

ト

キ

カ

へ
給

ヘ
ト

云

テ

キ

カ

ヘ
サ

ス

ル

(∬
1
中
-
野
)

ハ
ン

レ

イ
ト

別

ル

(
"
ー

叩
1

10
)

此

所

二
至

テ

マ
ク
彊
,

時

二
内

ヨ
リ

大

フ
打
ト
レ
ト
テ
出
ル

兵

皆
迫
払

中
ノ
大
将
取
テ

イ
ハ
ス
ニ
打
ッ
ケ

コ
官
ス

又

マ
ク
引

(n

ー

切
ー

5
)

(髄

1

切

1

こ

(コ

ー

切
1

8
)

(第

三
V

O
ふ
た
い
作
カ
へ

又
莱
方

ヨ
リ
大
夫
朱

酉
施
出
ル

西
ノ
方

ヨ
リ

迎

二
大
激
出
ス

時

二
大
夫

二
手
ム
カ
ワ

太
夫
事
ト
モ
セ
ス

象
不
近

此
間
上
ル
リ
ナ
シ

フ
エ
大

コ
一一
テ

後

二
象
取
テ
投
ル

又

西
シ
出

テ

カ
モ
シ
一一
テ

ツ
ナ
ク

(囮

-

切

1

1
)

(I

I
切

1

2

)

イ

セ

イ

恐

レ

テ

〔1

1

切

ー

窩
)

〔ー

ー

切

ー

4
)

(
∬

i

切
-

石
)

作

力

へ

三
段

目

伍

子

ヵ
首

ヲ
出

東

施

出

膳

ヲ

ス

ヘ
ル

東

ノ
方

ヨ
リ

魚

ウ

リ

出

ル

時

二

東

シ
ト

カ

ム

ル

ミ

ル

ハ

ヒ
カ

メ
カ

望
コ

ノ

ハ
ン

レ

イ

ニ
テ

ハ

ナ

シ

時

ニ

エ
ツ
王

出

㎜

西

シ

ヲ

ワ
タ

セ

シ
ト

テ

}

給

フ

ト

テ
入

不
魯

ノ

ハ
ン
レ

イ

ト

テ

ィ

ヵ

り
給

フ

則

凸爾

-

ロ
ー

1
}

(皿

ー

ロ
ー

2
)

(皿

ー

ロ

ー

3
)

此

魚

ニ

ハ

子

組

ア

ル

ハ

ン

レ

イ

ト
・

(
皿

ー

口
1

4
)

(
可

-

ロ
ー

5
)

ヨ

ヒ

給

フ

時

二

給

フ
鏡

ニ

テ

打

(
晒

-

ロ
ー

信
)
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時

ニ
ハ

ン

レ
イ

リ

ヲ

イ

ヒ

フ
ク

メ

ル

会

ケ

イ
山

ノ

ハ
イ
グ

ン

モ

ヒ
ト

ヘ

ニ
西

シ

ニ
心

ウ

ツ
リ

シ

ユ

ヘ

シ

ソ

ツ
心

ヲ

カ

タ

ム
ケ

ス

ソ

レ

ユ
ヘ

マ
ケ
タ

(
皿
-

ロ
ー

7
)

エ
ツ
王

入
給

フ

(
皿
ー

口
1
8
)

ハ

ン

レ
イ

ハ
ラ

ヲ

セ

ン

ト

テ
門

ヨ
リ
内

へ
入

ラ

ン
ト

テ

ス

レ

ハ

ゴ

シ
ガ

メ

ウ

コ
ク

(
皿
-

ロ
ー
9
)

ハ

ン

レ
イ

ハ
ラ

セ

ン

ト

ス

レ

ハ

内

ヨ
リ
東

シ

ト

、
ム

ル

(
皿
-

口
1

10
)

東

シ

子

ヲ

イ

タ

キ

O

ゴ

シ

ニ
ト

フ

ト

キ

ニ

コ
シ

カ

ア
キ

タ

ル

メ

フ
サ

グ

(
皿
-

口
1

11
)

時

二
又

ハ

ン

レ
イ

ガ

子

ヲ

束

子

に
渡

ス

東

シ

カ

子

ヲ

ハ
ン

レ

イ

ニ
渡

ス

(
皿
-

ロ
ー

12
)

マ
ク
張

ブ

タ

イ
替

ル

山

形

カ

サ

ル

時

二

西

ノ
方

ヨ
リ

虎

乱

入

ノ

ハ
タ

出

ル

次

玉
ノ
コ
シ

象
力
引
出
ル

同
車

二

西
シ

コ
王
ノ
リ

西
湖

ノ
景
キ
見
物

此
段

沢
太
夫
語
ル

東
ノ
方

二

舟
起

西
シ
ノ
ル

西
湖
ノ
八
景
皆
イ
タ
ス

ニ
門

へ
入
ル

・

}

東

ノ
方

ヨ
リ

エ

ツ
王
出

　

持

給

ヒ
タ

ル
カ

・
ミ

ニ

一㎜

リ

テ

ア

リ

㎜　

鏡

二
見

ヘ
ザ

レ

ハ

　

時

二

西

シ

ヨ
ヒ
給

一}

勾
践

イ
サ
ー

ト

(
皿
ー

甲
1

1

)

(
皿
-

中

1

2

)

イ

サ

く

酒

ニ
セ
ゥ

ノ
＼

ノ

ヨ

ル

ノ

ヌ

レ
事

待

カ

ホ

ニ

ノ

玉
ヘ

ト

モ

コ

ス

ヲ

ト

リ

ク

ル

フ

西
シ

ウ

ツ
ル

ヒ

ト

リ

シ

テ

(皿

-

中

1

3
)

ト

テ

直

(皿

-

中

1

4
)

ナ

ケ

ク

(
皿
-

切

1

1

)

則

沖

二
西

シ

舟

ニ

ノ

(
皿
-

切

1

2

)

(
皿
-

切
ー

3
)

(
皿
-

切
1

4
)

(皿

-

切
ー

5
)
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時

二
越

王

セ

ク

イ

サ

イ

ヲ

西

シ

カ
タ

ラ

ル

・(凪
-
切
1

6
)

越

王

台

点

(皿
-
切
1

7
)

此

問

答

ア

ハ

レ
ナ

ワ

越

王

ハ
ン

レ
イ

ニ
ア
イ

(
肛
-
切
ー

昌
)

ハ
ン

レ

イ

ツ
レ

マ
シ

テ
行

所

ヘ

コ
王

ノ
官

軍

引

立

ン

ト

ス

(匝
-
切
1
9
)

カ

ロ
ウ

ク

ン
出

ハ
ン

レ

イ

、
ケ

ン

ス

ル

(皿
i
切
1

10
)

西

シ

ノ
前

二

越

王
出

今

造

賢
女

ノ
ミ

サ

ホ

ヲ

ホ

メ
ラ

ル

・

(
皿
-
切
1

11
)

ハ
ン

レ

イ

越

韮

ワ
キ

へ
行

ケ

ト

云

(
皿
ー
切
1

12
)

ハ
ン

レ

イ

ト

モ

ニ
打

コ

ロ
セ

ト
蓉

時

ニ

ハ
ン

レ

イ

ヲ

キ

ニ
入

ラ

軍

ハ

太

子

ノ

ァ

ル

ユ

へ

此

太

子

ヲ

コ

・
サ

ン
ト

云

則

こ
ろ

す

(
皿
r
切
i

揺
)

時

二
西

シ

ア

レ
御

ラ

ン

ナ

サ

レ

我

祠
子

ヲ

コ

ロ
サ

レ
タ

ヨ
ル
方

ナ

キ

ワ

カ

ミ

ナ

レ

バ

是

ヨ

リ

ハ

御

キ

ニ
入

マ
セ
ゥ

澗

ト

ソ

ヒ

ト
リ

ム

マ
セ

.ブ
タ

ヘ
ト

タ

ハ
ム

ル

、(皿

ー

切
1

14
)

　
堕

呉
麦

レ
ト
云

〔囮
-
切
止

(
第
四
)

四
段

伺

マ
ク

張

米

女

太

夫

コ
王

右

二
西

シ

次

臼

サ

イ
キ

左

官

女

三
人

(
Ψ
1

口
1

1
)

時

二
盃

出

ル

ア

ハ

ヒ

ノ
盃

ナ

リ

鳳
ハ
一
ツ
ホ

ス

時

ニ
ヲ
サ

ヘ

ル

又

ノ
ム

(
F
r

ロ
ー
2
)

時

二
東

ノ
方

ヨ
リ
宙
吊
シ

カ
ゴ

ヲ

ニ
ナ

ビ

ホ

コ
ヲ
手

二
持

テ

出

ケ

レ

ハ

(
四
ー

ロ
ー
3
)

癒

外

千

万

罷

出

卜
不

信

東

シ
イ

サ

メ

ヲ
上

リ

ヲ

ト

タ

(
四
ー

ロ
ー

4
}

又

ミ
カ

ト

シ

カ

ル

東

シ
事

ト

モ

セ

ス

リ

ヲ

ト

ク

ニ
セ

ジ

ヤ
ト

云

(皿
ー

口
1
5
)



享保六年閏七月十日の豊竹座

四

シ

ニ
セ

テ

ナ

イ

ト
云

(
四
-

口
1
6
)

東

シ
正
恥
隅

(

ン

レ
イ

カ

ツ

マ
ト

一云

(
田
t

口
i

了
)

コ
王

東

シ
ヲ

コ

ロ
サ

ン

ト
云

西

シ

引

ト

、
ム

ル

時

二

白

サ

ヒ
キ

セ

イ

ス

(
W
ー

ロ
ー
日
)

東

シ

ハ

ン
レ

イ

カ
子

ヲ

コ

ロ
サ

ン
ト

ホ

ッ

ス

(
四
1

ロ
ー
ε

時

二
西

シ

ニ
ケ
出

ル
ト

キ

ニ

東

シ
カ

イ

タ

キ

シ
子

ヲ

ミ

レ

ハ

ワ
カ
子

ナ

リ

シ

カ

シ
時

ハ
時

タ

ヲ

ス

イ

ロ
く

ク

ト

ケ

ト

モ

(
四
-

口
1
10
)

キ
カ

ス

シ

引

ツ
カ

ミ
行

(ロ
ー

ロ
t
U
)

此

所

一=
丁
ヤ
ク
張

沢

太

夫

痢

が

試

ザ

ハ
ン

魁

出

ル

西

シ

ハ

ン

セ

ヲ

フ

(
W
I
中

1
1
)

曲
吋
二
西

ノ
中力

ヨ
リ

太

・夫

シ

H二
万

キ

翻

部
謄
剋
ノ

ハ
・タ

ヲ

サ

訓
酬
州
幽

曾

-

叩
1

2
)

同
菓
来
公

生

ト
リ
来

ル

〔皿
1
中

6

)

°東

来

公

シ

タ

ヵ

ハ
ス

(F
1

叩
1

4
)

越

王

ノ
日

カ

ヘ
レ
ト

云

(W
l
中
i
5
)

時

二

聞

シ

ニ

マ
サ

ル
王

ナ
リ

ト

テ

シ
タ

カ

フ

(四
⊥

旧
-

ε
)

時

二

東

シ

ヵ

ロ
ウ

ク

ン

ッ
カ

ミ
来

ベ

ン
セ

ツ(四
-
切
1

1
)

ヵ

ロ
ウ

ク

ン

コ

ロ
シ

ニ
カ

、
ル

(W
I
切
i

2
)

太

夫

朱

ト

ン

テ

イ

ッ

ル

ハ

ン

レ

イ

ト

リ

ナ

シ
ス

ル

時

ニ

ハ
ン

レ
イ

東

シ

ニ
ム

カ

イ

子

ヲ

コ

回

セ

シ

リ

ヲ

ト

ウ

(四
-
切
1
3
)

り

ニ
ッ

マ
ル

キ

、
ア

リ

テ

ハ
ラ

ヘ
ホ

コ

ヲ

サ

シ

コ
ム

(皿
1
切
1
4
)

又
東

来

国

ヲ

コ

ル

ヘ
キ

ス

イ

サ
ゥ

ト

目

ロ
コ

フ
(冊
-
切
-

芭

副
姦

,
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文林 二十三号

(算
五
)

五
段
目

人
形
出
口
上

此
段

文
太
央
語
ル

又

伍
子
膏
カ
ク
ヒ
出

川

菓
ヨ
リ

越
王

ハ
ン

東
来

太
夫

皆
也

時

二
岡
方

取
兵
夕

、
カ
ヘ
ハ

(v

ー

ユ
)

(Ψ

ー

2
)

ゴ

ノ
方

マ
ケ

ル

白
[サ

イ
キ

カ

ウ

サ

ン

ウ

ケ

ス

時
.
二

呉

王

出

ル

ト

キ

三

ヲ
見

テ

胆

フ
サ

ク

寒

夫

ト
タ

・
カ

イ

一束

来

(
V
1

3
)

キ

ラ

ル

、

(
v

1

4

)

イ

ケ

ト

ル

コ

レ

(
Ψ

1

5
)

芝
居

八
ッ
ニ
済

七

ツ
・時
分

二

八
水
屋

ニ
テ
昼
飯

半
時
過

二
舟

二
乗

ル

百
三
拾
文

九
日
ノ
夜
よ
り

鼠
吹
由
・候
て

朝
よ
り
九

つ
時
分
ま
で

雨
風
に
て

夫
よ
り
哨
申
候

(以
下
、
京
拙
の
甜
事
。
堰
初
は
三
十
五
間
堂
由
濫
し
矢
の
事
を
記
す
が
、
こ
れ
は
略
す
)

閏
七
月
十

一
日
ノ
八
つ
時
分

二
京
着

三
集
大
橋

ノ
爪

火
黒
屋
三
左
衛
門
殿

泊
申
候

宿
賃
四
拾
五
文

晩

ハ
雨

ブ
リ
申
篠

十
ゴ
日

万
太
夫
芝
居
へ
行

日
和

口
御
座
候

十
一二
目
ハ

北
野
様
・え
盤
嵐
川進
・嘔
㎜

日
和
よ
し

十
四
日
は

和
・歌
浦
芝
暦

三
十
六
文

九

つ
時
分
よ
り

雨

プ
リ
申
候

十
四
日
ノ
よ
る
も
ふ
り
申
候

(芝
居
関
係
記
事
は
以
上
で
終
わ
る
)

米

七
拾

八
文

十

一
日
ノ

一 自6一



享保六年閏七月十日の豊竹座

三

逸
峰
の
残
し
た
豊
竹
座
の
観
劇
記
事
は
、
芝
居
内
容
を
詳
細
に
記
録
す
る
特
異
な
も
の
で
あ

っ
た
。
但
し
、
他

の
観
劇
記
録

の
多
く
が

必
ず
記
す
芝
居
の
外
題
な
ど
は
記
録
し
な
い
。
従

っ
て
、
大
坂
の
出
羽
座
や
竹
嶋
座
、
京
の
万
太
夫
座

.
和
歌
浦
芝
居
で
、
彼
が
ど
の
よ

う
な
芝
居
を
観
た
か
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。
が
、
彼
が
豊
竹
座
で
観
た
の
が

『呉
越
軍
談
』
と
題
す
る
浄
瑠
璃
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
そ
の

記
録
内
容
か
ら
直
ち
に
判
明
す
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の

『呉
越
軍
談
』
に
は
正
本
と
絵
尽
し
が
現
存
す
る
。
正
本
と
し
て
は
、
奥
書
や
内
題
下

に

「
作
者
紀
海
音
」
と

あ
る
豊
竹
上
野
少
橡
の
七
行
八
十
丁
の
西
沢
九
左
衛
門
版
が
残
る

(
『紀
海
音
全
集
』
第
六
巻
所
収
)。

絵
尽
し
は
、
包
紙
に

「
呉
越
軍
談
」

と
あ
る
十

一
丁
半
の
も
の
が
残
る
(
『日
本
庶
民
文
化
資
料
集
成
』
第
七
巻
所
収
)。

こ
の
作
の
初
演
年
月
に
つ
い
て
は
、
絵

尽
し

の
序
文

に

「
口
な
る
哉
豊
竹
氏
呉
越
軍
談
の
操
出
し
。
後
の
七
月
五
日
を
初
日
と
せ
し
に
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
従
来
よ
り
享
保
六
年
閏
七
月
五

日
初
日
と
推
定
さ
れ
て
き
た
。
本
資
料
が
閏
七
月
十
日
の
記
録
で
あ
る
か
ら
、
絵
尽
し
に
い
う
初
演
年
月
日
と
は
よ
く
符
合
す
る
。

こ
れ
ら
正
本
と
絵
尽
し
を
用
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
本
資
料
の
特
質
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
を
行
う
前
に
ま
ず

太
夫
の
問
題
な
ど
を
含
め
て
、
こ
の
記
事
に
関
連
す
る
当
時
の
興
行
界
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

逸
峰
は
、
こ
の
芝
居
を

「
豊
竹
若
太
夫
上
総
橡
」
と
記
し
て
い
る
が
、
豊
竹
若
太
夫
を

「上
総
縁
」
と
す
る
資
料
を
他
に
み
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
豊
竹
座
を
創
設
し
た
若
太
夫
は
、
正
徳
五
年
の
秋
に
は
受
領
し
て

「上
野
少
橡
藤
原
重
勝
」
と
な
る
。
再
受
領
し
て

「越
前

少
豫
」
と
名
乗
る
の
は
、
享
保
十
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
従

っ
て
享
保
六
年
の
時
点
で
は
若
太
夫
は

「上
野
少
橡
」
を
名
乗

っ
て
い
た
筈

で
あ
る
。
ま
た
若
太
夫
以
外
の
豊
竹
座
の
太
夫
で

「上
総
橡
」
を
受
領
し
た
太
夫
を
他
に
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
い
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は
逸
峰
が

「上
野
橡
」
を

「上
総
豫
」
と
書
き
誤

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

記
録
に
は
こ
の

『呉
越
軍
談
』
を
語

っ
た
太
夫
の
名
が
数
箇
所
に
み
え
る
。
三
段
目
の
西
湖
八
景
、
四
段
目
の
中

を
語

っ
た

「沢
太

夫
」
、
四
段
目
の
口
を
語

っ
た

「
女
久
太
夫
」
、
五
段
目
を
語

っ
た

「
文
太
夫
」

で
あ
る
。

一
座

の
中
心
で
あ
る
若
太
夫
の
名
は
み
え
な

い
が
、
三
段
目
や
四
段
目
の
切
を
語

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

名
が
記
録
さ
れ
た
太
夫

の
内
、
ま
ず

「
沢
太
夫
」
で
あ
る
が
、
こ
の
太
夫
は

『今
昔
操
年
代
記
』
に

「此
人
紙
屋
理
右
衛
門
と
い
ひ
し
比

よ
り
此
流
を
か
た
り
そ
め
。
西
の
芝
居
に
つ
と
め
夫
よ
り
東
に
有
付
。
豊
竹
沢
太
夫
と
云
。
今

ハ
和
泉
太
夫
と
呼
子
鳥
」
と
あ
る
太
夫
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
が
豊
竹
座
で
の
有
力
な
太
夫
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
享
保
十
六
年
の

『北
条
時
頼
記
』
五
段
目
雪
の
段
で
、
豊
竹
越
前

少
檬

(若
太
夫
)
と
共
に
舞
台
で
出
語
り
し
て
い
る
画
証
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
(
『今
昔
操
年
代
記
』
挿
絵
)。
こ
の
太
夫
は

『今
昔
操
年

代
記
』
に
い
う
よ
う
に
、

「西
の
芝
居
」
即
ち
竹
本
座
か
ら

「
東
の
芝
居
」
豊
竹
座
に
移

っ
た
太
夫
で
あ
る
。
正
徳
四
年
の
竹
本
義
太
夫

の
死
を
契
機
と
し
て
、
竹
本
座
の
太
夫
に
動
揺
が
起
こ
り
有
力
な
太
夫
ら
が
豊
竹
座
に
次
々
移
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
享
保
五
年
当

(
3
)

時
竹
本
座
で
の
序
列
が
四
番
目
で
あ

っ
た
沢
太
夫
も
、
こ
う
し
た
混
乱
の
中
で
豊
竹
座
に
移
る
。
以
後
名
を
豊
竹
和
泉
太
夫
と
改
め
、
豊

竹
座
で
若
太
夫
に
次
ぐ
序
列
を
確
保
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。
逸
峰
が
記
録
し
た
沢
太
夫
は
、
竹
本
座
か
ら
移

っ
て
間
も
な
い
頃
、

ま

だ
改
名
す
る
以
前
の
沢
太
夫
で
あ
る
。
従
来
よ
り

『坂
上
田
村
麿
』
の
上
演
時
期
に
も
関
連
し
て
問
題
と
な

っ
て
い
た
こ
の
沢
太
夫
の

移
籍
や
改
名
の
時
期
に
つ
い
て
も
、
本
資
料
に
よ
り
移
籍
は
享
保
六
年
閏
七
月
十
日
以
前
、
改
名
は
同
日
以
後
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な

(
4

)

っ
た
。

『今
昔
操
年
代
記
』
に

「
節
事
は
芳
野
杉
原
。
音
曲

の
き
れ
い
成

ハ
奉
書

に
お
な
じ
」
と
評
さ
れ
た
音
遣

い
の
き
れ
い
な
太
夫
で

あ
り
、
節
事
を
得
意
と
し
て
こ
の

『呉
越
軍
談
』
で
も

「
西
湖
八
景
」
な
ど
を
語

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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五
段
目
を
語

っ
た
と
さ
れ
る

「文
太
夫
」
は
、

『今
昔
操
年
代
記
』
に

「
い
つ
の
比
よ
り
筑
後
芝
居
に
出
。
あ
る
と
し
は
豊
竹
を
つ
と

め
。
又
西
に
有
付
。
今
日
迄
音
曲
止

メ
ず
」
と
記
さ
れ
た
太
夫
で
あ
り
、
こ
の
混
乱
期
の
浄
瑠
璃
界
の
中
で
竹
本
座
と
豊
竹
座

の
間
を
往

復
し
て
い
た
太
夫
で
あ
ろ
う
。
享
保
四
年
に
は
竹
本
座
に
属
し

(義
経
新
　口同館
)、
五
年
に
は
竹
本
座
で
語
り

(日
本
武
尊
吾
妻
鑑
)
、
こ
の
享

保
六
年
に
は
ま
た
豊
竹
座
に
属
し
て
お
り

(三
輪
丹
前
能
)、

閏
七
月
の
豊
竹
座
興
行
の
折
に
は
五
段
目
に
出
演
し
た
と
思
わ
れ
る
。

一
座

の
序
列
で
は
ほ
ぼ
三
番
か
四
番
目
を
占
め
る
実
力
の
あ
る
太
夫
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
腰
の
座
り
の
悪
か

っ
た
太
夫

で
あ

っ
た
ら
し

い
。も

う

一
人
名
の
見
え
る

「女
米
太
夫
」
に
つ
い
て
は
、
他
の
資
料
に
そ
の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
岡
村
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う

(
5

)

に

「豊
竹
久
米
太
夫
」
の
誤
記
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
久
米
太
夫
の
名
が
み
え
る
の
は
享
保
六
年

の

『
三
輪
丹
前
能
』
か
ら
で

あ
る
が
、
以
後
享
保
末
か
ら
元
文
頃
ま
で
豊
竹
座
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
逸
峰
は
豊
竹
座
の
他
に
も
出
羽
座
な
ど
他
の
芝
居
小
屋
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
。
出
羽
座
は
大
坂
で
最
も
古

い
浄
瑠
璃
の
座
で

あ
り
、
竹
本
座
や
豊
竹
座
と
い
う
新
し
い
浄
瑠
璃
座
が
次
々
と
櫓
を
構
え
る
道
頓
掘
で
、
元
禄
期
も
よ
く
こ
れ
ら
と
対
抗
し
て
興
行
を
続

け
て
い
た
。
し
か
し
互
い
に
競
い
な
が
ら
新
た
な
太
夫
を
輩
出
し
、
近
松
や
海
音
が
次
々
新
作
を
書
き
下
ろ
す
竹

本

・
豊
竹
座

に
お
さ
れ

て
か
、
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
享
保
年
代
の
出
羽
座
の
動
向
も
よ
く
判

っ
て
い
な
い
が
、
本
記
録
は

大
火
で
移
転
す
る
以
前
、
道
頓
掘
陸
側
に
櫓
を
あ
げ
て
浄
瑠
璃
興
行
し
て
い
た
時
期
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
記
録
に
は
竹
本
座
に
関
す
る
記
事
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
こ
の
頃
の
様
子
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
義
太
夫
の
没
後

の
危
機
を

『国
性
爺
合
戦
』
の
三
年
越
し
の
大
当
た
り
で
乗
り
越
え
、
太
夫
の
移
籍
な
ど
の
混
乱
は
あ

っ
た
に
し

て
も
活
発
な
活
動
を
続
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け
て
い
た
筈
で
あ
る
。
近
松
が
病
気
が
ち
に
な
る
の
は
翌
享
保
七
年
の
頃
で
あ
り
、
こ
の
頃
は

『心
中
天
網
島
』
を
書
く
な
ど
晩
年
の
円

熟
し
た
筆
で
竹
本
座
を
支
え
て
い
た
。
享
保
六
年
の
七
月
十
五
日
に
は

『女
殺
油
地
獄
」
を
、
八
月
三
日
に
は

『
信
州
川
中
島
合
戦
』
を

初
演
し
た
と
さ
れ
る
。

『外
題
年
鑑
』
の
宝
暦
版
が
記
す
こ
の
初
演
年
月
日
が
正
し
け
れ
ば
、
逸
峰
が
訪

れ
た
時

期

に
は

「女
殺
油
地

獄
』
を
上
演
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
経
緯
を
本
記
録
か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

逸
峰
が
大
坂
で
観
た
歌
舞
伎
の
竹
嶋
座
は
名
代
が
塩
屋
九
郎
右
衛
門
、
座
元
が
竹
嶋
幸
左
衛
門
の
芝
居
で
あ

っ
た

(
『役
者
若
咲
酒
』
享

保
六
年
正
月
刊
)
。

『歌
舞
伎
年
表
』

に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
七
月
に

「
油
屋
の
女
房
殺
し
」

の
狂
言
が
竹
嶋
座

で
上
演
さ
れ
た
と
あ
る
。

近
松
の

『女
殺
油
地
獄
』
下
巻
に

「油
屋
の
女
房
殺
し
。
酒
屋
に
し
か

へ
て
幸
左
衛
門
が
す
る
げ
な
殺
し
手
は
文
蔵
憎
い
げ
な
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、

『女
殺
油
地
獄
』
に
先
行
す
る
歌
舞
伎
狂
言
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
が
七
月
頃
に
上
演
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

「殺
し
手
は
文
蔵
」
と
あ
る
実
悪
の
役
者
、
佐
川
文
蔵
が
こ
の
年
は
竹
嶋
座
に
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
の
上

演
の
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
逸
峰
が
観
た
舞
台
は
こ
の

「油
屋
の
女
房
殺
し
」

の
狂
言

で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
翌
年
の

評
判
記
に

「盆
が
は
り
の
千
畳
敷
の
狂
言
」
と
あ
る

「室
町
千
畳
敷
」
で
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

彼
が
京
で
観
た
歌
舞
伎
は
万
太
夫
座
と
和
歌
浦
芝
居
で
あ
る
が
、
万
太
夫
座
は
こ
の
年
座
元
澤
村
長
十
郎
で
あ

り
、

『歌
舞
伎
年
表
』

に
よ
れ
ば
盆
狂
言
と
し
て

「
曾
我
」
を
上
演
し
て
い
る
。
和
歌
浦
芝
居

の
方
は
、
名
代
が
中
村
初
太
夫
で
、
袖
さ
き
和
歌
浦
と
松
本
重
巻

が
相
座
元
と
な

っ
て
い
る
芝
居
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
閏
七
月
頃

に
何
を
上
演
し
て
い
た
か
は
判
明
し
な

い
。

享
保
期
の
歌
舞
伎
界
は
、
元
禄
歌
舞
伎
の
名
優
た
ち
を
次
々
と
失

っ
て

一
つ
の
転
機
を
迎
え
て
い
た
。
そ
の

一
人
で
あ
る
大
和
山
甚
左

衛
門
が
亡
く
な
る
の
は
、
享
保
六
年
閏
七
月
十
九
日
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
年
、
大
坂

の
竹
嶋
座
に
属
し

「千
畳
敷

の
狂
言
」
に
出
演
し
て
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い
た
七
月
二
十
七
日
に
熱
病
で
休
座
、
こ
の
為
に
不
入
り
と
な

っ
た
の
を
気
遣
い
病
を
お
し
て
閏
七
月
七
日
に
再

び
舞
台
に
立

つ
も
、
十

一
日
の
舞
台
を
勤
め
た
あ
と
倒
れ
、
再
び
立

つ
事
も
叶
わ
ず
四
十
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
こ

の
顛
末

を
記
す

『役
者
藝
品
定
』

に
は

「
む
か
し
よ
り
大
嵐
を
始
め
、
坂
田
、
山
下
、
江
戸
中
村
七
三
傳
九
と
三
ケ
津
に
名
を
あ
ら
は
せ
し
名
人
達
、
死
去
せ
ら
れ
て
も
、
大
和

山
殿
程
に
、
数
万
の
人
の
お
し
が
り
し
役
者
も
な
し
」
と
記
す
。

逸
峰
が
竹
嶋
座
の
舞
台
を
観
た
の
は
閏
七
月
九
日
で
あ
る
。
大
和
山
甚
左
衛
門
が
病
を
お
し
て
舞
台
に
立

っ
た

五
日
間
の
そ
の

一
日
で

あ

っ
た
。
翌
々
日
に
は
倒
れ
て
し
ま

っ
た
こ
の

一
代
の
名
優
の
最
期
の
舞
台
も
目
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
越
中
か
ら
出

て
き
た
若
者
の
関
心
を
特
に
掻
き
立
て
る
も
の
に
は
な
り
得
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四

逸
峰
の
み
た
浄
瑠
璃
は

『呉
越
軍
談
』
で
あ

っ
た
が
、
呉
越
の
争
い
の
故
事
は
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
浄
瑠
璃
で
も
早
く
か
ら

語
ら
れ
て
い
た
。
享
保
六
年
よ
り
約
六
十
年
前
、
万
治
四
年
の

『松
平
大
和
守
日
記
』
に
も

「
ご
ゑ
つ
た
～
か
い
」
の
書
名
が
み
え
、
ま

(
6
)

た
本
作

に
近
い
時
期
で
あ
る
正
徳
頃
に
は
七
巻
物
の
読
み
物
浄
瑠
璃
の
形
で

「
呉
越
軍
談
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
作
は
こ
う
し
た
先

行
作
を
下
敷
き
に
、
新
し
い
趣
向
を
盛
り
込
ん
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
こ
の
観
劇
記
は
何
を
ど
の
よ
う
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
段
目
の
冒
頭
部
分
を
採

り
上
げ
、
正
本
の
詞
章

(
7
)

と
比
較
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

三
段
目
の
部
分
、
観
劇
記
は
ま
ず

「作
カ
へ

三
段
目
」
と
記
す
。
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①

「伍
子
力
首
ヲ
出
」
と
い
う
所
か
ら
舞
台
の
様
子
が
記
録
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
正
本
の
第
三
冒
頭
部
、
呉
の
忠
臣
、
伍
子
背
が
主
君

が
色
に
迷
う
の
を
諫
め
た
為
に
殺
さ
れ
、
そ
の
時

「
三
年
が
内
に
越
の
為
君
王
と
り
こ
と
成
給
ふ
を
。
見
て
笑
は
ん
」
と
大
言
す
る
の
に

怒

っ
た
呉
王
が
、
東
門
に
伍
子
脊
の
首
を
か
け
た
と
す
る
部
分
に
相
当
す
る
。
こ
の
場
面
は
正
本
の
詞
章
も
短
く
、
殺
す
場
面
が
実
際
に

演
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
経
緯
が
語
ら
れ
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
観
客
か
ら
み
れ
ば

「舞
台
が
始
ま
る
と
、
ま
ず
伍

子
青
の
首
が
舞
台
上
に

出
る
」
と
い
う
場
面
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
記
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部

分

の
節

章
は

「
地

ハ
ル
」
に
始
ま
り
、

「
フ
シ
」
に
終
わ
る
段
落
と
な

っ
て
い
る
。

②

「東
施
出
膳
ヲ
ス
ヘ
ル
」
。
正
本
で
は
次
の
場
面
、
伍
子
青
夫
人
で
あ
る
東
施
が
登
場
し
て
亡
き
夫
の
首
の
前
に
膳
を
据
え
嘆
き
な

が
ら

「
お
す
き
の
鯉
を
備

へ
ぬ
故
。
お
気
に
入
ら
ぬ
顔
持
」
と
言
う
所
と
な
る
が
、
こ
れ
を
記
録
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

「
中
色
」

に
始

ま
り
、

「
フ
シ
」

で
お
わ
る
部
分
で
あ
る
。
東
施
の
登
場
や
嘆
き
の
場
面
に
も

「
フ
シ
」
の
曲
節
が
使
わ
れ
が
、
魚
売
り
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
所
が
所
謂

フ
シ
落
ち
に
な

っ
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
で

一
つ
の
段
落
を
形
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

③

「
東
ノ
方

ヨ
リ
魚
ウ
リ
出
ル
」
。
正
本
で
は
続
い
て
、
東
施
の
侍
女
達
が
こ
の
魚
売
り
を
呼
び
止
め
る
場
面
と
な
る
が
、
観
劇
記
は

「魚
ウ
リ
出
ル
」
と
魚
売
り
の
登
場
を
記
す
。
登
場
す
る
方
向
を

「東

ヨ
リ
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
場
面
は

「
地
色

中
」
に
始
ま
り
、

「贅
を
お
ろ
し
」
と
い
う
魚
売
り
の
登
場
す
る
所
で

「
ヲ
ク
リ
」
の
節
付
が
施
さ
れ
る
が
、
こ
の
所
で
東
施
の
登
場
と

い
う
第

一
の
局
面
が
終
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④

「
時

二
束
シ
ト
カ
ム
ル

此
魚

ニ
ハ
子
細

ア
ル

ハ
ン
レ
イ
ト
ミ
ル
ハ
ヒ
カ
メ
カ
」
。
正
本
で
は
こ
の
後
、
東
施
が
こ
の
魚
売
り
を

越
王
の
忠
臣
、
苑
轟
で
あ
る
こ
と
を
見
破
る
場
面
と
な
る
。

「時

二
東

シ
ト
カ
ム
ル
」
と
い
う
の
は
、
東
施
が
魚
屋
に
不
審
を
懐
い
て
、
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「館

一
本
今
愛
で
料
理
た
の
む
」
と
い
う
所
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

「
此
魚

ニ
ハ
子
細
ア
ル
」
以
下
は
、
舞
台

で
語
ら
れ
た
こ
と
ば
を
記

録
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「此
魚

ニ
ハ
子
細
ア
ル
」
と
い
う
の
は
、
見
替
め
ら
れ
苑
叢
が
言

い
逃

れ
に
述

べ
る
こ
と
ば
で

あ

り

正

本

に
は

「
い
か

な

く

。
此

饒

に

は

子
細

が
有

」

と
あ

る

。

ま

た
次

の

「
ハ

ン

レ
イ

ト

ミ

ル

ハ

ヒ
カ

メ

カ
」

は
、

正

本

に

「
ま

さ

し
く
越
の
は
ん
れ
い
よ
な
」
と
い
う
部
分
で
あ
り
、
東
施
が
館

の
腹
中
に
密
書
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
く
所
を
い
う

の
で
あ

ろ
う
。

こ

の

後
、
苑
錘
は
相
手
が
伍
子
晋
の
夫
人
の
東
施
と
知
る
と
、
魚
の
腹
中
に
主
君
を
救
わ
ん
為
の
西
施
あ
て
の
密
書
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
助

力
を
願
う
と
い
う
部
分
が
続
く
。
こ
の
部
分
ま
で
が

「
フ
シ
」
で
始
ま
り

「
ス
エ
テ
」
で
終
わ
る
段
落
と
な
る
。
正
本
に
は
続
い
て
事
情

を
知

っ
た
東
施
が
思
い
悩
む
短
い
段
落
が
あ
る
が
、
観
劇
記
に
は
そ
の
部
分
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

⑤

「
マ
コ
ト
ノ
ハ
ン
レ
イ
ニ
テ
ハ
ナ
シ

ト
テ
入
」
と
あ
る
の
は
、
思
い
悩
ん
だ
東
施
が
苑
錘
で
あ
れ
ば
呉
の
大
敵
、
た
だ
の
魚
屋
と

苑
蚕
を
見
逃
し
に
し
て
そ
の
場
を
立
ち
去
る
場
面
で
あ
る
。
正
本
に
は

「
お
ぬ
し
は
誠
の
魚
屋
」
と
あ
り
、
節
付

は

「
地
色
」
で
始
ま
り

「
ヲ
ク
リ
」
で
束
施
の
退
場
を
表
す
段
落
と
な

っ
て
い
る
が
、
④
か
ら
こ
こ
ま
で
が
第
二
の
局
面
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥

「
時

ニ
エ
ツ
王
出
、
不
忠

ノ
ハ
ン
レ
イ
ト
テ
ヨ
ヒ
給

フ

時

二
西
シ
ヲ
ワ
タ
セ
シ
ト
テ
イ
カ
リ
給

フ

則
給

フ
鏡

ニ
テ
打
給

フ
」
。

正
本
で
は
、
こ
こ
で
越
王
が
登
場
す
る
局
面
と
な
る
が
、
記
録
も
そ
の
こ
と
を
記
す
。

「
不
忠

ノ
ハ
ン
レ
イ
ト
テ
ヨ
ヒ
給

フ
」
ま
で
が

一

区
切
と
な
り
、
正
本
で
は

「
は
ん
れ
い
不
忠

の
大
悪
人
」
と
越
王
が
物
陰
か
ら
声
を
か
け
る
所

で
あ
る
。
続

い
て
越
王
が
苑
蚤
を
替
め
る

長
台
詞
と
な
る
が
、
こ
れ
を

「
時

二
西
シ
ヲ
ワ
タ
セ
シ
ト
テ

イ
カ
リ
給

フ
」
と
記
す
。
越
王
最
愛
の
后
で
あ
る
西
施
に
対
し
、
呉
王
に

な
び
く
よ
う
に
と
の
密
書
を
送
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
隠
れ
聞
き
し
て
怒
る
の
で
あ
り
、

「
則
給

フ
鏡

ニ
テ
打
給

フ
」
と
持

っ
て
い
た
鏡
で

さ
ん
ざ
ん
に
打
撫
す
る
場
面
と
な
る
。
こ
の
部
分
は

「地
色
」
で
始
ま
り
、

「中

フ
シ
」

で
終
わ
る
段
落
。
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⑦

「
時

ニ
ハ
ン
レ
イ

リ
ヲ
イ
ヒ
フ
ク
メ
ル

カ
イ
ケ
イ
山
ノ
ハ
イ
グ
ン
モ

ヒ
ト

ヘ
ニ
西
シ
ニ
心
ウ
ツ
リ
シ

ユ
ヘ

シ
ソ
ツ
心
ヲ
カ

タ

ム
ケ
ス

ソ
レ
ユ
ヘ
マ
ケ
タ
」
。
こ
れ
は
鏡
で
打
た
れ
た
萢
蓋
が
涙
を
流
し
、
主
君
を
諌
め
る
長
台
詞
を
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。
正
本

で
は

「
く
は
い
け
い
山
の
敗
軍
を
時
節
と
計
お
ほ
せ
共
。
第

一
は
此
年
月
西
施
に
心
を
う
ば
～
れ
て
。
御
せ
い
た
う
く
ら
き
に
付
。
ぐ
ん

ぜ

い
心
を
傾
け
ず
身
を
か
ば
い
た
る
故
に
よ
り
。
思
は
ぬ
ふ
か
く
を
取
給
ふ
」
と
あ
る
部
分
で
あ
る
が
、
記
録
は

こ
の
要
点
を
ま
と
め
た

も

の
で
あ
ろ
う
。

「
地
色
中
」
に
始
ま
り

「
ス
エ
テ
」
で
終
わ
る
段
落
。

⑧

「
エ
ツ
王
入
給

フ
」
。
越
王
は
こ
の
諌
め
に
い
よ
い
よ
立
腹
し
て
主
従
の
縁
を
切
り
、
縄
る
萢
鑑
を
振
り
切

っ
て
退
場
す
る
場
面
で

あ
る
が
、
記
録
は

「
入
給

フ
」
と
退
場
の
こ
と
の
み
を
簡
潔
に
記
す
。

「詞
」
で
始
ま
り
、
越
王
退
場
の

「
ヲ
ク
リ
」
で
終
わ
る
段
落

で

あ
る
が
、
こ
こ
で
⑥
か
ら
の
第
三
の
局
面
が
終
わ
る
。

⑨

「
ハ
ン
レ
イ

ハ
ラ
ヲ
セ
ン
ト
テ
門
ヨ
リ
内

ヘ
イ
ラ
ン
ト
テ
ス
レ
ハ

ゴ

シ
ガ
メ
ウ
ゴ
ク
」
。
主
君
の
怒
り
を
か

っ
た
萢
蓋
は
、
こ

の
上
は

一
命
を
捨
て
呉
王
を
刺
し
殺
し
主
君
の
怒
り
を
宥
め
よ
う
と
門
の
内

へ
駆
け
入
ら
ん
と
す
る
が
、
門
に
掛
け
ら
れ
た
伍
子
青
の
眼

が

「は

つ
た
と
に
ら
み
」
萢
舞
が
た
じ
ろ
ぐ
所

で
あ
る
。

「
メ
ウ
ゴ
ク
」
と
記
す
の
は
、

「
に
ら
む
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
人
形
の
目
が
実

際

に
動
い
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
人
形
の
目
が
動
く
仕
掛
け
は
元
禄
頃
に
は
既
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
。
元
禄
三
年
刊
行
の
歌
舞
伎

狂
言
本

『金
岡
筆
』
の
挿
絵
に
人
形
の
仕
掛
け
を
見
せ
て
い
る
所
が
あ
り
、
そ
こ
に

「
是
見
よ

め
を
あ
く
は
」

と
あ
る
。

「
地
色
中
」

か

ら

「
フ
シ
」
ま
で
の
段
落
。

⑩

「
ハ
ン
レ
イ

ハ
ラ
セ
ン
ト
ス
レ
ハ

内

ヨ
リ
東
シ
ト

・
ム
ル
」
。
門
の
内

へ
入
る
こ
と
を
断
念
し
た
萢
蚤
が
、
伍
子
背
の
首
の
前

で
自
害
し
よ
う
と
す
る
を
東
施
が
止
め
る
場
面
。
東
施
の
登
場
が

「
内

ヨ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
門
内
よ
り
走
り
出
る
こ
と
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を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

「
地
色

ハ
ル
」
よ
り

「
フ
シ
」
ま
で
の
段
落
。

⑪

「
東
シ
子
ヲ
イ
タ
キ

○

ゴ

シ
ニ
ト
フ

ト
キ
ニ
コ
シ
カ
ァ
キ
タ
ル
メ
フ
サ
ク
」
。
正
本
に
よ
れ
ば
、
東

施
は
子
を
抱
い
て
登
場

す
る
が
、
そ
の
子
は
伍
子
胃
と
先
妻
の
間
の
子
で
あ
る
。
呉
の
滅
亡
の
時
に
子
供
を

一
緒
に
死
な
せ
て
は
、
亡
き
夫

の
種
も
絶
え
、
継
子

を
粗
末
に
し
た
と
あ
ざ
け
ら
れ
る
と
思
う
東
施
。
子
を
萢
鑑
に
預
け
よ
う
と
し
、
夫

の
首

に
伺
い
を
た
て
る
場
面

で
あ
る
。
そ
の
時
、
伍

子
晋
の

「
い
か
れ
る
顔
色
も
。
心
よ
げ
成
眼
ざ
し
。
自
然
と
和
ら
ぎ
」
眼
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。
記
録

に
あ
る

「
○
」
に
つ
い
て
は
よ
く

判

ら
な
い
が
、
こ
の
部
分
が
三
字
分
程
度
の
空
白
と
な

っ
て
い
る
所
か
ら
、
子
を
萢
謡
に
預
け
よ
う
と
し
た
事
情
を
記
そ
う
と
し
て
取
り

敢

え
ず

「
O
」
と
書
い
て
お
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「詞
」
か
ら

「
フ
シ
」
ま
で
の
段
落
。

⑫

「
時

二
又
ハ
ン
レ
イ
ガ
子
ヲ

束
子
二
渡

ス

東
シ
カ
子
ヲ

ハ
ン
レ
イ
ニ
ワ
タ

ス
」
。
眼
前
の
敵
で
あ
り
な
が
ら
信
頼
さ
れ
た
こ

と
を
感
じ
た
萢
鑑
は
、
魚
を
入
れ
た
賛
の
下
か
ら
隠
し
て
い
た
我
が
子
を
出
す
。
そ
し
て
西
施
と
称
し
て
呉
王
の
元
に
送

っ
た
の
が
、
実

は
自
分
の
妻

で
あ
る
歌
朗
君
で
あ
る
こ
と
を
語
り
、
こ
の
子
供
に

一
目
で
も
母
親
の
姿
を
見
せ
て
や

っ
て
ほ
し
い
と
東
施
に
託
す
。
こ
う

し

て
敵
同
士
で
あ
り
な
が
ら
も
そ
の
心
に
互
い
に
感
じ
、
幼
い
子
を
取
り
替
え
て
呉
と
越
の
国

へ
別
れ
行
く
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
段

目
切

の
子
殺
し
の
悲
劇
に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
こ
の
部
分
は
二
つ
の
段
落
か
ら
な

っ
て
お
り
、
萢
鑑
の
子
を
東
施

に
渡
す

の
が

「
地
色

中
」
か
ら

「
フ
シ
」
ま
で
の

一
つ
の
段
落
、
互
い
に
子
を
取
り
替
え
て
別
れ
行
く
の
が
次
の

「
地
色
中
」
か
ら

「
三
重
」
ま
で
の
段
落
と

な

る
。
こ
こ
ま
で
で
⑨
か
ら
の
第
四
の
局
面
が
終
わ
る
と
共
に
、

「
三
重
」
で
の
舞
台
転
換
と
な
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
逸
峰
の
観
劇
記
を
正
本
の
詞
章
と
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
こ
の
記
録
の
基
本
的
な
性
格

が
浮
か
び
上
が

っ
て
く

る
。
そ
の

一
つ
は
、
こ
の
記
録
が
舞
台
を
視
覚
的
に
捉
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
出
ル
」

「
入
ル
」
と
い
う
こ
と
ば
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で
記
録
さ
れ
た
人
物
の
登
退
場
。

「伍
子
力
首
ヲ
出
」
や

「
メ
ウ
コ
ク
」

「
ア
キ
タ
ル
メ
フ
サ
ク
」
と
い
う
形
で
記
さ
れ
た
舞
台
上
で
の

人
形
の
首
の
動
き
。
さ
ら
に
は
こ
の
記
録
が

「
～
ス
ル
」
と
い
う
形
で
、
人
物
の
行
為
を
記
述
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

「膳
ヲ
ス
ヘ
ル
」

「
打
給

フ
」

「
子
ヲ
東
シ
ニ
渡
ス
」
な
ど
、
こ
う
し
た
行
為
を
主
と
し
て
記
述
す
る
態
度
に
、
舞
台
を
視
覚
的
に

捉
え
る
こ
の
記
録
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

ま
た
耳
か
ら
入

っ
た
語
り
の
こ
と
ば
も
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
が
、
こ
れ
は
語
ら
れ
た
ま
ま
を
記
録
す
る
と
い
う
よ
り

「
此
魚

ニ
ハ

子
細
ア
ル
」
と
い
っ
た
形
で
こ
と
ば
の

一
部
を
省
略
し
て
記
す
か
、

「会
ケ
イ
山
ノ
ハ
イ
グ
ン
モ
～
」
の
部
分
の
よ
う
に
要
点
を
ま
と
め

た
も
の
に
な

っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ソ
レ
ユ
ヘ
マ
ケ
タ
」
と
い
う
よ
う
な
文
体
に
、
耳
か
ら
入

っ
た

こ
と
ば
を
そ
の
場
で
記

述

し

て

い
る
様

が
表

れ

て

い

る

よ
う

に
思

え
る

。

た

だ

し

「
イ

サ

く

酒

ニ
セ
ウ

く

ノ

ヨ

ル

ノ

ヌ

レ
事

待

カ

ホ

ニ

ト

テ
直

二
門

へ

入

ル

、
」

と

い

う
部

分

(皿
-
中

1
4
)

の

よ

う

に
、

語

ら
れ

た

ま

ま

を

記

述

し

た

と

思
わ

れ

る
場

合

も

あ

る
。

こ

の
部

分

は
、

正

本

で
も

「
い
ざ
く

酒
に
し
よ
う
ー

の
。
夜
の
ぬ
れ
ご
と
待
顔
に
」
と
あ
り
、
瀟
湘
八
景
の

一

「瀟
湘
夜
雨
」
の
も
じ
り
が
耳
に
残

っ
た
も
の

か
と
思
わ
れ
る
。
が
、
こ
れ
は
特
別
な
場
合

で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
次
々
と
流
れ
て
い
く
語
り
の
こ
と
ば
の
断
片
を
急
い
で
書
き
留
め

て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
逸
峰
の
記
録
が
視
覚
的

・
聴
覚
的
な

「舞
台
の
生
の
記
録
」
で
あ

っ
た
こ
と
が
よ
く
判
る
。
逸
峰
は

『呉

越
軍
談
』
と
い
う
浄
瑠
璃
の
物
語
内
容
そ
の
も
の
を
書
き
留
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
後
で
正
本
で
も
買

っ
て
内
容

を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
も
の
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
視
覚
的

・
聴
覚
的
な
文
体
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
魚
売
り

の
登
場
場

面

に
し

て

も
、
内
容
を
要
領
よ
く
ま
と
め
る
の
で
あ
れ
ば

「
萢
叢
が
魚
売
り
に
身
を
や
つ
し
東
施
に
見
省
め
ら
れ
る
」
と
し
た
方
が
は
る
か
に
判
り
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易
い
。

「
魚
ウ
リ
出

ル
」

「時

ニ
ト
ウ
シ
ト
カ
ム
ル

此
魚

ニ
ハ
シ
サ
イ
ア
ル

ハ
ン
レ
イ
ト
ミ
ル
ハ

ヒ
ガ
メ
ヵ
」
と
い
っ
た
記
述
は

で
て
こ
な

い
筈

で
あ
る
。

『伊
勢
参
宮
道
紀
』
と
い
う
こ
の
資
料
自
体
が
後
に
浄
書
し
た
も
の
と
は
思
え
ず
、
旅
中
に
書
き
留
め
た
ま
ま

と
推
定
さ
れ
る
こ
と
や
、
こ
の
観
劇
記
の
部
分
が
片
仮
名
の
細
字
の
走
り
書
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
も
、

こ
れ
が
舞
台
を
見
な
が

ら

そ
の
場
で
記
録
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
え
る
。

ま
た
こ
れ
が

「
舞
台
の
生
の
記
録
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
更
に
興
味
深
い
こ
と
も
判
明
し
て
き
た
。
そ
れ
は
当
時
の
演
技
の
様

子
が
、
現
在
正
本
の
節
章
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
義
太
夫
節
の
音
楽
的
な
構
成
と
よ
く

一
致
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

義
太
夫
節
の
音
楽
的
な
構
成
に
関
す
る
研
究
は
祐
田
善
雄
氏
に
よ

っ
て
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
成
果
は
岩
波
大
系
の

『文

楽

浄
瑠
璃
集
』
や
岩
波
文
庫
の

『曾
根
崎
心
中

・
冥
途
の
飛
脚
』
に
結
実
し
て
い
る
。
語
り
の
上
で

「
位
を
改
め
る
」
節
章

で
段
落
を
分

け
、
そ
れ
を
演
技
の
単
位
と
す
る
氏
の
考
え
は
、
そ
の
後
の
浄
瑠
璃
の
翻
刻
出
版
に
も
生
か
さ
れ
て
き
た
。
本
資
料
は
享
保
と
い
う
時
代

に
お
い
て
、
こ
う
し
た
音
楽
的
な
段
落
が
舞
台
上
で
の
演
技
の
単
位
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
貴
重
な
資
料

と
な

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。こ

の
三
段
目
の
口
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
正
本
に
記
さ
れ
た
節
章
を
用
い
て
祐
田
氏
の
説
に
従

っ
て
①
か
ら
⑫
ま
で
の
段
落

に
分
け
て

考
え
た
。
各
段
落
の
始
め
と
終
わ
り
の
節
章
を
具
体
的
に
記
し
た
の
は
そ
の
為
で
あ
る
。
既
に
み
た
通
り
、
逸
峰

の
記
録
は
こ
の
節
章
に

よ
る
段
落
と
非
常
に
よ
く

一
致
す
る
の
で
あ
る
。
逸
峰
の
記
し
た
原
文
に
は
勿
論
句
読
点
は
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「膳
ヲ
ス
ヘ
ル
」
「
魚

ウ
リ
出
ル
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が

一
つ
の
切
れ
目
に
な

っ
て
い
る
事
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
逸
峰
は
特
に
意
識
せ
ず
、
舞
台

の
進
行

に
従

っ
て
書
き
留
め
て
い
っ
た
。
彼
が
意
図
す
る
こ
と
な
く
つ
け
た
切
れ
目
は
、
逸
峰
の
目
に
移

っ
た
舞
台
演
技
の
単
位

で
あ

っ
た
筈

で
あ
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る
。
そ
れ
が
節
章
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
音
楽
的
な
段
落
と
よ
く

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

本
稿
の
観
劇
記
の
翻
字
も
、

こ
う
し
た
節
章
に
よ
る
区
切
り
を
元
に
し
て
改
行
を
行
い
、
逸
峰
の
目
に
舞
台
が
ど
の
よ
う
に
移

っ
た
か

が
少
し
で
も
判
る
よ
う
に
努
め
た
。
段
と
場
、
及
び
そ
の
場
で
の
展
開
の
順
序
を
示
す
番
号
を
施
し
た
の
も
そ
の
為
で
あ
る
。
勿
論
記
録

さ
れ
な
か

っ
た
部
分
も
多
少
は
あ
る
が
、
全
体
を
通
し
て
逸
峰
は
舞
台
を
実
に
的
確
に
記
録
し
て
お
り
、
そ
れ
が
節
章
に
よ
る
段
落
と
よ

く

一
致
し
て
い
る
の
が
判
る
。
逸
峰
の
目
は
、
熱
心
に
か

つ
冷
静
に
舞
台
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
逸
峰
自
身
の
肉
声
は
、
僅
か

に
三
段
目
切
の
場
で

「
越
王
合
点
此
問
答
あ
は
れ
な
り
」
に
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。

五

こ
の
観
劇
記
に
よ

っ
て
当
時
の
舞
台
が
正
本
通
り
に
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
判
る
が
、
舞
台

で
は

「
正
本
に
は
書
か
れ
て
い
な

い
演
技
」
も
な
さ
れ
て
い
た
。

先
に
検
討
し
た
三
段
目
の
口
に
続
く
場
面
の
記
録
を
み
て
み
る
。
ま
ず

「
プ
タ
イ
替
ル

山
形
カ
サ
ル
」
と
あ

っ
て
舞
台
が
西
湖
畔
、

姑
蘇
台
の
景
に
変
わ
る
。
次
に

「時

二

西
ノ
方

ヨ
リ
虎
乱
入
ノ
ハ
タ
出
ル
」
と
あ
り
、
更
に

「次

玉
ノ
コ
シ

象
力
引
出

ル
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
正
本
に
は
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
正
本
の
三
段
目
中
の
冒
頭
部
分
は

「
た
の
し

み
の
。
う
は
も
り
は
。

只
色
と
酒
夜
昼
と
な
き
た
は
む
れ
も
。
ひ
と
つ
所
は
気
づ
ま
り
と
名
高
き
。
西
湖
の
片
は
ら
に
。
あ
ら
た
に
き
つ
く
姑
蘇
台

へ
。
御
幸
の

車
轟
か
し
」
と
あ
る
だ
け
で
、

「虎
乱
入
の
旗
」
や

「象
が
引
く
玉
の
輿
」

の
こ
と
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

「虎
乱
入
の
旗
」
に
つ
い
て
は
何
も
判
ら
な

い
が
、
逸
峰
が
旗
の
出
た
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
記
録
し
た
こ
と
か
ら

み
て
、
た
だ

「
旗
出
ル

一48一
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」
と
い
う
だ
け
で
は
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
虎
が

乱
入
し
て
そ
れ
を
と
り
押
さ
え
る
と
い
っ
た
小
さ
な
演
技
、
恐
ら
く
は

場
の
雰
囲
気
を
和
ら
げ
る
よ
う
な
演
技
が
、
旗
を
出
し
た
後
に
カ
ラ
ク

リ
な
ど
を
使

っ
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
終
わ

っ
て
浄
瑠

璃
が
語
り
始
め
ら
れ
、
近
臣
を
従
え
た
呉
王
の
登
場
場
面
と
な

っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

「玉
の
コ
シ

象
力
引
出
ル
」
と
い
う
の
は
、
正
本
の

「御
幸
の
車

轟
か
し
」
と
あ
る
呉
王
の
乗
る
車
の
登
場
の
こ
と
を

い
う
の

で
あ

ろ

う
。
こ
の
車
を
ひ
い
て
い
た
の
が
象

で
あ
る
と
い
う
記
載
は
正
本
に
は

な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
確
認
で
き
る
資
料
が
別
に
あ
る
。
そ
れ
は

絵
尽
し
で
あ
る
。
絵
尽
し
の
こ
の
場
面
の
図
に
は
、
確
か
に
呉
王
や
西

施

(実
は
歌
朗
君
)
の
乗
る
車
を
象
が
引
い
て
い
る
の
が
描
か
れ
て
い
る

(図
版
参
照
。
九
州
大
学
国
文
研
究
室
蔵
、
『庶
民
文
化
資
料
集
成
』
第
七
巻
に

ょ
る
)。
象
は
こ
の
浄
瑠
璃
の
二
段
目
の

「
切
」
に
も
登

場
し

て

い
た

(皿
-
切
1
2
～
5
)。

こ
の
部
分
は

『徒
然
草
』

の

「
女
の
髪
す
ぢ
を

よ
れ
る
綱

に
は
、
大
象
も
よ
く

つ
な
が
れ
」
そ
の
ま
ま
に
、
萢
錘
の
妻

一49一

Rights were not granted to include this image in 
electronic media. Please refer to the printed journal.



文林 二十三号

の
歌
朗
君
が
大
象
を
自
ら
の
髭
で
繋
ぎ
と
め
る
と
い
う

一
つ
の
見
せ
場
に
な

っ
て
お
り
、
正
本
の
詞
章

に
も
勿
論

で

て
く

る
。

そ

の
象

が
、
こ
こ
で
は
呉
王
の
車
を
引
い
て
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
従
来
か
ら
も
絵
尽
し
が
舞
台
の
様
子
を
あ
る
程
度
写
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
聞
違

い
で
な
い
こ
と
が

こ
の
事
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
絵
尽
し
に
も
関
連
し
て
こ
の
後
の
舞
台
の
展
開
を
み
て
み
る
と
舞
台
演
技
の
様
子
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
部
分
が
あ
る
。
舞
台

で
は
す
ぐ
西
湖
八
景

の
景
事
に
移
る
。
観
劇
記
に
も

「
西
湖
の
景
キ
見
物
」

「
此
段
沢
太
夫
語
ル
」
と
あ

っ
て
、
次
に

「東

ノ
方

二
舟
起

西
シ
ノ
ル
」
と
あ
り
、

「
西
湖

ノ
八
景
皆
イ
タ
ス
」
と
続
く
。

正
本
に
も
、

「
洞
庭
秋
月
」

「遠
浦
帰
帆
」

「
山
市
晴
嵐
」

「
煙
寺
晩
鐘
」

「
江
天
暮
雪
」

「平
沙
落
雁
」

「
瀟
湘
夜
雨
」

「漁
村
夕

照
」

の

「西
湖
八
景
」
、
実
は
絵
画
で
知
ら
れ
た

「
瀟
湘
八
景
」
の
景
事
が
あ
り
、
絵
尽
し
に
も

こ
の
八
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
観
劇
記
を
み
る
と
、
こ
の
西
湖
八
景
の
景
事
の
中
で

「
東
ノ
方

二
舟
起

西
シ
ノ
ル
」
と
い
う
西
施
登
場
の
場
面
が
あ

っ
た
こ
と
が
判

る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
正
本
の
詞
章
を
み
て
み
る
と
、

「
ノ
ヲ
ア
レ
。
あ
れ
。
御
ら
ん
ぜ
よ
。
と
き
し
も
あ
れ
雨
を
お
く

れ
る
虹
の
て
り
。
や
㌧
ほ
の
め
き
て
あ
ま
お
ぶ
ね
海
に
入
日
を
釣
。
の
糸
。
品
や
る
ふ
り
は
女
共
見

へ
つ
顔
を
や
か
ぐ
れ
笠
。
花
車
な
漁

村
の
夕
照
と
」
と
あ
る
部
分
が
こ
の
場
面
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
節
付
け
を
み
て
も

「釣
。
の
糸
。
」
の

「
の
糸
」
の
部
分
に

「
フ

シ
」
と
あ
り
、
こ
の
箇
所
で
登
場
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
が
西
施
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
正
本
の
詞
章
で
は
判
ら
な
い
。

呉
王
と
共
に
象
の
引
く
車
で
登
場
し
た
西
施
は
、
実
は
萢
鑑
の
妻
歌
朗
君
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
登
場
す
る
西
施
は
本
当
の
西
施
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
観
客
で
あ
る
逸
峰
に
は
判

っ
た
こ
と
に
な
る
。

正
本
で
は
こ
の
西
湖
八
景
の
景
事
に
続
い
て
、
西
施
の
事
を
想
い

一
人
嘆
く
越
王
が
登
場
す
る
場
と
な
り
、
そ
こ
に

「
釣
す
る
舟

の
。
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こ
が
れ
よ
る
。
西
施
は
被
の
内
よ
り
も
」
と
西
施
の
舟
が
近
づ
く
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
注
意
し
な
い
で
読
ん
で
い
る
と
、
こ
こ

で
始
め
て
西
施
が
登
場
す
る
と
読
ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
が
、
こ
の
西
施
の
舟
は
八
景
の
景
事
の
場
で
登
場
し
、
呉
王
ら
が
退

場
し
た
あ
と
も
舞
台
に
残

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
景
事
の
場
と
次
の
場
は
、
こ
う
し
た
連
続
性
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
場
は
、
実
は
重
要
な
見
せ
場
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
絵
尽
し
の
序
文
を
み
る
と

「
西
湖
八
景
の
花
や
口

さ
。
洞
庭
の
秋
月
ほ
が

ら
か
に
見
物
の
顔
ほ
の
ノ
＼
と
。
遠
浦
の
帰
帆
。
山
市
の
晴
嵐
。
(中
略
)
平
沙
の
落
雁
瀟
湘
の
夜
の
雨
。
花
車
な
漁
口
口
夕
照
こ
そ
。
西

施
夫
人
の
立
姿
。
か
く
れ
み
の
。
か
く
れ
笠
」
と
あ
る
。
正
本
の
詞
章
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
八
景
の
景
事
の
場
に

「
か
く
れ

み
の
。
か
く
れ
笠
」
を
着
け
た
西
施
が
登
場
す
る
と
い
う
の
が
絵
画
的
な
見
せ
場
に
な

っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
絵
尽
し
の

絵
に
も
、
右
端
に
笠
を
被

っ
て
舟
に
林
さ
す
西
施
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
尽
し
は

一
般
的
に
は
幾

つ
か
の
場
面
を

一
つ
の
画
面
に
描

く
い
わ
ゆ
る
異
時
同
図
法
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
面
は
実
際
に

一
場
面
の
舞
台
演
技
を
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
西
湖
八
景
の
場
以
外
で
も
、
正
本
に
は
記
さ
れ
な

い
演
技
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
場
合
が
あ
る
。

二
段
目
の
切
、
先
述
し

た
象
の
登
場
す
る
場
で

「
此
間
上
ル
リ
ナ
シ
フ
エ
大

コ
ニ
テ
」
と
あ
る
の
が
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
呉
の
軍
勢
が
象
と
共
に
西
施
を

出
迎
え
、
こ
れ
を
怒

っ
た
越
の
太
夫
種
と
戦
闘
に
な
る
場
面
。
正
本
に
は

「
ま
が
る
象
牙
を
ふ
り
た
て
。
く

ロ
ハ
一
か
け
り
と
飛
く
る
を

左

右

へ
ひ
ら

く

身

の
か

は

せ

腕

の
限

り

こ
ん

く

ら

べ
。
息

を

も

つ
が

す

い
ど

み
合

ふ
。

音

は

谷
嶺

一
同

に

六
種

し

ん

ど

う

竺

か

く
計

」

と
あ

る
が

、

こ

の

「
六

種

し

ん

ど

う

然

か

く
計

」

の

部

分

に

「
三

重
」

が
あ

る

と

こ

ろ

か

ら

み

て
、

こ

こ

で

「
上

る
り

ナ

シ

フ
エ

(
8
)

大

コ
ニ
テ
」
太
夫
種
と
象
の
闘
い
と
い
う
見
せ
場
が
舞
台
上
で
展
開
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
正
本
に
は
書
か
れ
な
い
演
技
が
あ
り
、
そ
れ
が
重
要
な
見
せ
場
に
な

っ
て
い
た
こ
と
も
多
か

っ
た
。
従
来

「
フ
シ
」
や
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「
ヲ
ク
リ
」

「
三
重
」
な
ど
の
曲
節
や
絵
尽
し
な
ど
を
元
に
し
て

「
書
か
れ
て
い
な
い
演
技
」
の
検
討
が
行
わ
れ

て
き
た
が
、
本
資
料
は

こ
う
し
た
事
の
妥
当
性
を
示
す
も
の
に
も
な

っ
て
い
る
。
当
時
の
舞
台

の
活
況
を
再
現
す
る
為
に
は
、
こ
う
し
た

「書
か
れ
て
い
な
い
」

見
せ
場
を
考
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

六

こ
こ
ま
で
正
本
や
絵
尽
し
と
対
照
し
な
が
ら
当
時
の
舞
台
を
考
え
て
き
た
が
、
こ
の
資
料

に
は
人
形
舞
台
史
や
芸
能
史
に
も
関
わ
る
重

要
な
事
柄
も
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

「
幕
」
や

「人
物
の
登
退
場
」

「大
道
具
」
の
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
最
初
に
こ
の
資
料
を
目
に

し
た
時
、
最
も
驚
い
た
の
は
こ
う
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

ま
ず

「
幕
」
の
問
題
か
ら
考
え
る
。
こ
の
資
料
に
は
合
計
六
箇
所
に

「
幕
」
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
三
箇
所
は
段
と
段
と
の

間

の

「
幕
」
で
あ
り
、
残
り
は
段
の
途
中
で
の

「幕
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

「
幕
」
は
段
の
切
れ
目
か
中
途
か
に
関
わ
ら
ず
、

い
ず
れ
も

「
舞
台
転
換
」
に
伴
う

「幕
」
で
あ

っ
た
。
「
マ
ク
張

○
ふ
た
い
作
カ
へ
」
(二
段
中
末
)
「
又
マ
ク
引

作
リ
カ

へ
三
段
目
」
(二
段
末
・

三
段
冒
頭
)
「
マ
ク
張

ブ
タ
イ
替

ル
」
(三
段
目
口
末
)
と
あ
る
よ
う
に
、
「舞
台
作
り
」
が
変
わ
る
箇
所
で
あ

っ
た

こ
と
が
明
瞭
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。
段
の
途
中
で
あ

っ
て
も
、
舞
台
の

「
場
」
が
変
わ
る
時

に
は

「幕
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

二
段
目
末

で

「
マ

ク
引
」
と
す
る
以
外
は

「
張
ル
」
と
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、

こ
こ
に
記
さ
れ
た
幕
が
す

べ
て
同
じ
目
的
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ

(
9

)

ゆ
る

「
引
幕
」
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

従
来
の
演
劇
史
に
お
い
て
は
、

「
引
幕
」

の
発
生
は
歌
舞
伎
の

「続
き
狂
言
」
の
誕
生
と
結
び
付
け
ら
れ
、

「
近
世
的
」
演
劇
が
生
み
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出
さ
れ
る
指
標
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き
煙

寛
文
四
年
の
事
と
さ
れ
て
き
を

の
伝
承
に
関
し
、
竹
内
道
敬
昏

そ
の
根
拠
を
問
題
と

(
11

)

さ
れ
、

「
引
幕
」
が
い
つ
頃
か
ら
歌
舞
伎
舞
台
で
使
わ
れ
る
の
か
を
詳
細
に
論
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

「引
幕
」
の
発
生
は

「
続
き

狂
言
」
と
は
別
に
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
確
実
な
用
例
も
元
禄
十
六
年
の

『役
者
御
前
歌
舞
伎
』
の

「
牛
王
虎
王
出
む
か
い
本
舞
台

の
引
ま
く
を
し
ほ
り
あ
く
れ
は
」
ま
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「引
幕
」
誕
生
の
背
景
や
そ
の
意
味
に
つ
い
て
、
再
検
討
が
必
要
と

な

っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

浄
瑠
璃
に
お
い
て
も
初
期
の
頃
よ
り
手
摺
幕
、
背
後
幕
な
ど
と
い

っ
た
形
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
幕
が
用
い
ら
れ

て
き
た
。
が
、
こ
れ
も

そ

の
実
態
は
殆
ど
明
ら
か
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
文
献
資
料
に
幕
の
用
例
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
幕
が
具
体
的
に
ど

の
幕
を
い
う
の
か
明
ら

か

で
な
い
こ
と
が
多
い
の
も
歌
舞
伎
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば

『鵬
鵡
籠
中
記
』
の
元
禄
七
年
八
月
七
日
に

「
今
日
は
義
太
夫

付
舞
台
に
て
不
語
。
前
々
は
義
太
夫

ワ
キ
三
味
線
引
竹
沢
権
右
衛
門

機
関
遣
ひ

道
行
之
時

幕
之
外

へ
出
て
語
る
」
と
あ
る

「
幕
」

に
つ
い
て
も
、
直
ち
に
本
舞
台

の
前
に
引
か
れ
た

「幕
」
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
幕
が
楽
屋
と
付
舞
台

の
間
に
あ

っ
た

「
揚
幕
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
正
徳
元
年
の
近
松
の
浄
瑠
璃

『
源
義
経
将
棊
経
』
の
初
段
、
浄
瑠
璃
姫
が
頼
家
の
御
前

で
人
形
操
り
を
演
じ
て
み
せ
る
場
面
に
は

「
が
く
屋
に
は

祝
言
の
を
き
つ
ゴ
み
し
ら
べ
さ
せ
。
あ
げ
ま
く
か
～
げ
浄
る
り
姫

付
舞
台

の
花
む
し
ろ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
御
前
操
り
を
始
め
る
前
に
、
姫
が
付
舞
台
に
出
て
き
て
口
上
を
い
う
場
面
で
あ

る
が
、
姫
が
出
て
く
る

の
が
楽
屋
と
付
舞
台
の
間
の

「
揚
幕
」
で
あ
る
事
が
は

っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。

管
見
に
入

っ
た
範
囲
で
浄
瑠
璃
舞
台
の

「
引
幕
」

の
こ
と
を
記
す
も
の
に
、

『尾
陽
戯
場
事
始
』
の
享
保
七
年

の
記
事
が
あ
る
。

「
双

子
隅
田
川

大
友
王
子
王
座
靴

此
湖
迄

一
段
く

に
幕
は
引
ど
も

太
鼓
は
う
た
ず
し
て
、
幕
引
な
が
ら

今
口
上
言
の
出
る
如
く
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幕

の
内
よ
り

そ
ろ
ま
と
い
ふ
も
の
を
出
し
て
遣
ひ
し
也
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

コ

段
く

に
幕
は
引
ど
も
」
と
あ
る
よ
う

に
段
と
段
の
間
に
幕
を
引
く
こ
と
な
ど
、
本
資
料
と
よ
く
符
合
す
る
。
ま
た

「
そ
ろ
ま
と
い
ふ
も
の
を
出
し
て
遣

ひ
し
也
」
と
す
る
口
上

人
形
に
つ
い
て
も
、
本
資
料

の
五
段
目
で

「人
形
出
口
上
」
と
記
録
し
て
い
る
こ
と
と
よ
く
合
う
。

『呉
越
軍
談
』
の
口
上
は
い
わ
ゆ
る

「
切
口
上
」

で
あ
り
、
こ
れ
を
人
形
で
演
じ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
お
そ
ら
く

『尾
陽
戯
場
事
始
』
に
あ
る
よ
う
に
道
化
人
形

で
あ

っ

(
12

)

た
と
思
わ
れ
る
。
段
と
段
の
間
で
幕
を
引
く
、
あ
る
い
は

「場
」
が
変
わ
る
時
に
幕
を
引
く
と
い
う
こ
と
は
、
享

保
六

・
七
年
頃
で
は
ど

の
座
で
も

一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
途
端
に
判
ら
な
く
な

る
。
元
禄
六

・
七
年
頃
ま
で
に
は

「
付
舞
台
」
が
本
手
摺
の
前
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
舞
台
構
造
の
大
き
な
変
化
が
お
こ
っ

て
く
る
。
ま
た
段
と
段
の
間
に
演
じ
ら
れ
て
い
た

「間
狂
言
」
は
正
徳
五
年

の

『国
性
爺
合
戦
』
の
時
に
廃
止
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し

た
こ
と
が
興
行
の
あ
り
方
ま
で
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
享
保
六
年
頃
と
い
う
の
も
、
ま
だ

そ
う
し
た
大
き
な
変
化

の
時
代
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
構
造
的
な
変
化
が
、

「幕
」
の
問
題
と
も
密
接
な
関
係
を
も

つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

豊
竹
座

の
舞
台

に
も
付
舞
台
は
あ

っ
た

(
『今
昔
操
年
代
記
』
挿
画
)。

『呉
越
軍
談
』
の
場
合
、
三
段
目
の
西
湖

八
景
の
景
事
が
付
舞
台

で
演
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
所
に

「
マ
ク
張
」
と
あ
る
が
、
そ
の

「幕
」
は
ど
こ
に
張
ら
れ
た
幕
で
あ
る
の
か
。

付
舞
台
を
覆
う
よ
う
に

「幕
」
が
引
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
事
に
関
し
て
は
、
信
多
純

一
氏
が
指
摘
さ
れ
た

「常
式
舞
台
を
隠
す

幕
」
と
い
う
こ
と
が
参
考
に
な
る
。

『用
明
天
王
職
人
鑑
』
や

『卯
月
の
紅
葉
』
の
正
本
見
返
し
図
に
は
、
付
舞
台
の
後
方
の
舞
台
が
紋

入
り
の
幕
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
付
舞
台
上
で
の
演
技
が
終
わ
る
と
こ
の
幕
が
切

っ
て
落
と
さ
れ
、
本
手
摺
で
の
演
技
に
移
る
の
で
は
な
い
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(
13

)

か
と
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
幕
を
背
後
に
し
て
の
演
技
が
成
立
す
る
日
本
の
芸
能
の
伝
統
か
ら
み
て
、
付
舞
台
ま
で
幕
で
覆

う
必
要
は
な
か

っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
が
、
本
資
料
に
い
う
幕
が
こ
う
し
た
幕
に
相
当
す
る
の
か
ど
う
か
は
よ
く
判
ら
な
い
。
後
の
画
証

(
14

)

に
は
、
現
在
見
る
よ
う
な
舞
台
全
面
を
覆
う
い
わ
ゆ
る

「引
幕
」
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
う
し
た

「
引
幕
」
が
こ
の
時
点
で

存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

芝
居
の
幕
が
近
代
劇
の

「舞
台
と
観
客
を
隔
て
る
幕
」
で
は
な
く
、
日
本
の
芸
能
の
特
質
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
郡
司
正

(
15

)

勝
氏

の
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
こ
と
も
視
点
に
い
れ
て
、

「
引
幕
」
の
実
態
、
そ
れ
が
必
要
と
さ
れ
る
時
期
や
要
因
に

つ
い
て
、
今
後
な
お
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に

「人
物
の
登
退
場
」
の
問
題
を
考
え
る
。
こ
の
観
劇
記
で
は
人
物
の
登
場
場
面
に

「東

ヨ
リ
」

「
西
ヨ
リ
」
と
そ
の
方
向
を
記
し

て
い
る
。
歌
舞
伎
で
は
台
帳
の

「
ト
書
き
」
に
登
退
場
の
場
所
や
方
向
が
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
浄
瑠
璃
で
は
こ
う
し
た
こ
と
が
判

る
こ
と
が
殆
ど
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
舞
台
上
の
演
出
を
考
え
る
上
で
は
最
も
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
。

現
在
で
は
主
な
登
退
場
は
舞
台
向
か

っ
て
左
側

(下
手
)

か
ら
行
わ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
に
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
為
に
は
、
当
時
の
豊
竹
座
で

「東
」
が
舞
台
の
ど
ち
ら
側
に
な

っ
て
い
た
か
を
ま
ず
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
享
保
頃
の
道

(
16

)

頓
掘
の
地
図
が

『摂
陽
奇
観
』
に
あ
り
、
そ
れ
を
元
に
森
修
氏
が
各
座
の
位
置
を
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
享
保
九
年
の
大
火

以
前
の
豊
竹
座
は
、
相
合
橋
の
向
か
い
側
の
陸
側
に
あ
る
。
木
戸
口
は
北
に
面
し
て
舞
台
は
北
面
し
、
見
物
は
舞
台
を
南
に
み
る
こ
と
に

な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と

「
東
」
は
舞
台
向
か

っ
て
左

(下
手
)
、
「西
」
は
右

(上
手
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

記
録
を
見
る
と

「
東
」
か
ら
出
る
と
す
る
の
は
五
例
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
萢
蓋
や
越
王
、
西
施
ら
主
要
な
人
物
の
登
場
で
あ
る
。
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「
西
」
が
登
場
口
と
し
て
使
わ
れ
る
の
は

「迎

二
大
象
出
ス
」
(皿
-
切
1
2
)
「
三
万
キ
～
来
ル
」
(W
l
中
1
2
)
「
虎
乱
入
ノ
ハ
タ
出

ル
」

(皿
-
中
1
1
)
の
三
例
で
あ
り
、
同
じ
方
向
か
ら
出
ら
れ
な
い
場
合
な
ど
補
助
的
に
使
わ
れ
て
い
る
傾
向
が
明
瞭

に
窺
え
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
み
て
も
、
下
手
側
が
主
た
る
登
退
場
口
で
あ

っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

逸
峰
は
こ
れ
を

「東
」
と
い
う
方
角
で
記
し
た
が
、
こ
れ
は
当
時
の
芝
居
で
の
通
常
の
呼
び
方
で
あ

っ
た
ら
し

い
。

『西
鶴
諸
国
ぱ
な

し
』

の
巻
四
で
井
上
播
磨
の
人
形
芝
居
で
の
怪
異
を
描
く
中
で
も
、
夜
申
に
斬
り
合
う
人
形
を

「
西
の
方
よ
り
越
中
の
次
郎
兵
衛
と
名
付

け
し
出
来
坊
ゆ
た
か
に
出
れ
ば
、
東
か
ら
左
藤
次
信
出
て
」
と
あ
り
、
江
戸
末
期
に
な

っ
て
も
舞
台
の
桟
敷
な
ど

の
呼
称
を
東
西
で
呼
ぶ

こ
と
に
踏
襲
さ
れ
て
い
た

(
『戯
場
案
内
両
面
鑑
』
な
ど
)。

主
な
登
場
人
物
が
舞
台
向
か

っ
て
左
側
か
ら
登
場
す
る
と
い
う
の
は
、
能
の
橋
掛
か
り
の
伝
統
な
ど
を
も
踏
襲

し
て

い
る
の

で
あ
ろ

う
。
が
、
こ
の
よ
う
な
舞
台
の
方
向
性
が
、
舞
台
上
で
の
尊
卑
上
下
の
関
係
を
視
覚
化
す
る
こ
と
に
な
り
向
か

っ
て
右
側
を
上
座
と
す
る

(
17

)

歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
に
特
有
の
演
技
様
式
を
作
り
出
す
こ
と
に
も
な

っ
た
と
す
る
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
芸
能
の
本

質
に
も
関
わ
る
問
題
も
内
包
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に

「
大
道
具
」
に
関
係
し
て
、
本
資
料
の
三
段
目

「
西
湖
八
景
」
の
場
に
記
さ
れ
た

「山
形
カ
サ
ル
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え

た
い
。
こ
れ
は
正
本
に

「
ゆ
ん
手
に
み
ゆ
る
は
大
行
山
。
お
な
じ
く
せ
い
ざ
ん
ぎ
団
と
し
て
。
岩
角
び
や
う
ぶ
を
立
る
が
ご
と
く
」
と
あ

る
山
で
あ
り
、
西
湖
八
景
の
絵
画
的
な
場
を
作
る
の
に
必
要
な

「
大
道
具
」
の

一
種
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
絵
尽
し
に
も
描
か
れ
、
左

上
に
は

「岩
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
(図
版
参
照
)。
問
題
は
逸
峰
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
事
を
記
録
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
事
に
関
し
て
は

『外
題
年
鑑
』
宝
暦
版
の

『信
州
川
中
島
合
戦
』
の
条
に

「
山
す
た
れ
を
は
り
ぬ
き
の
本
山
に
作
り
初
む
」
と
あ
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享保六年閏七月十日の豊竹座

る
こ
と
と
併
せ
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

「信
州
川
中
島
合
戦
』
は
、
逸
峰
が
豊
竹
座
を
観
た
約

一
カ
月
後
の
享

保
六
年
八
月
三
日
初
日

と
さ
れ
て
い
る
作
で
あ
る
。

『外
題
年
鑑
』

の
記
事
は
吟
味
が
必
要
で
あ
る
が

『信
州
川
中
島
合
戦
』
の
時
に

「
は
り
ぬ
き
の
本
山
」
が

初
め
て
出
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
作
品
を
書

い
た
近
松
が

『心
中
宵
庚
申
』
の
下
之
巻
で

「生
玉
大
宝
寺

の
開
帳
に
築
山
を
飾
ら

れ
た
も
。
筑
後
の
川
中
島
の
四
段
目
か
ら
出
た
こ
と
ち
や
げ
な
」
と
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

享
保
六
年
と
い
う
時
期
は
、
こ
う
し
た
山
の
舞
台
装
置
が
話
題
に
な
る
よ
う
な
時
期
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ま
で
は

「山
す
だ
れ
」
が
用
い

ら
れ
た
と
い
う
が
、
そ
の
形
態
に
つ
い
て
角
田

一
郎
氏
は

「
山
の
絵
を
描
い
た
紙
ま
た
は
布
を
簾
に
つ
け
て
吊
る
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」

と
言
わ
れ
て
い
(麹
・
そ
う
し
た
平
面
的
で
簡
単
な
装
置
が
・

「
は
り
ぬ
き
」
に
せ
よ
立
体
的
な
山
と
し
て
作
ら
れ
て
話
題
と
な

っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
逸
峰
が

「
山
形
」
と
記
録
す
る
の
も
平
面
的
な

「
山
す
だ
れ
」

で
あ

っ
た
と
は
思
え
な
い
。
あ
る
い
は
豊
竹
座
が
竹
本
座
に
先

駆
け
て
立
体
的

「
山
形
」
を
作

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ど
ち
ら
の
座
が
先
に
作

っ
た
と
し
て
も
、
享
保
六
年
と
い
う
の
は
こ
う
し
た

「
大
道
具
」
が
工
夫
さ
れ
作
り
出

さ
れ
る
時
で
あ

っ
た
。

享
保
の
末
年
に
は

『今
昔
操
年
代
記
』
の

『北
条
時
頼
記
』
の
挿
絵
に
み
る
よ
う
な
本
格
的
な
舞
台
装
置
が
で
き
て
く
る
。

「大
道
具
」

の
面
か
ら
も
こ
の
時
期
は
激
動
期
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に

「
山
」
に
つ
い
て
は
、
室
町
期
の
風
流
の

「
山
」
と
も
つ
な
が
る
も
の

(
19
)

で
あ
り
、
特
別
な
伝
統
や
意
識
が
働
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

豊
竹座

の
杢
戸
口
を
出
た
逸
峰
}走

現
実
の
旅
人

匹戻

発

札
場
に

七

「
か
こ
い
ノ
内
四
拾

外
弐
拾
文
」
と
あ
る
の
を
見
て
も
、
決
し
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(
20
)

て
高
い
と
思
わ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
見
上
げ
た
空
は
、
前
夜
か
ら
の
雨
も
上
が
り
晴
れ
て
い
た
。

「
九
日
の
夜
よ
り
風
吹
申
候
て

朝
よ
り
九

つ
時
分
ま
で
雨
風
に
て

夫
よ
り
晴
申
候
」
。
逸
峰
は
そ
う
記
録

し
て
い
る
。
芝
居
を
出

た
時
刻
は
午
も
過
ぎ
た

「
八
つ
」
で
あ

っ
た
。

「
朝
、
飯
喰
て
よ
り
立
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
豊
竹
座
に
入

っ
た
時
は

雨
が
降

っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

雨
の
中
で
も
芝
居
が
見
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
豊
竹
座
に
は
屋
根
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
歌
舞
伎
の
芝
居
に
完
全
な
全
蓋
式
の
屋
根
が

(
21

)

で
き
る
の
は
享
保
九
年
か
ら
と
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
三
年
前
に
大
坂
の
豊
竹
座
で
は
雨
の
中
で
も
興
行
が
可
能
で
あ

っ
た
。

し
か
も
こ
れ
は
豊
竹
座
だ
け
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

逸
峰
が
京
で
歌
舞
伎
を
観
た
日
も
天
候
は
す
ぐ
れ
な
か

っ
た
。
万
太
夫
座
に
行
く
前
日
の
十

一
日
は

「晩

ハ
雨

プ
リ
申
候
」
と
あ
る
。

当
日
の
天
候
は

「
日
和
口
御
座
候
」
と
肝
心
の
所
が
虫
喰
い
と
な

っ
て
い
る
が
、

一
部
残

っ
た
字
形

は
ど
う

み

て
も

「良
」

で
は
な
く

「悪
」
の
字
の
よ
う
で
あ
る
。
和
歌
浦
芝
居
に
行

っ
た
十
四
日
も

「
九

つ
時
分
よ
り
雨
プ
リ
申
候
」
と
あ
り
、
夜

ま
で
降
り
続
く
。
逸
峰

が
何
時
頃
ま
で
芝
居
に
い
た
か
は
判
ら
な
い
が
、
昼
に
は
雨
が
降

っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
芝
居
は
や

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。こ

の
時
よ
り
も
約
三
十
年
前
の
貞
享
四
年
五
月

一
日
、
小
雨
の
中
を
宇
治
座

へ
行

っ
た
紀
州
の
石
橋
正
庵
は
、
雨
で
休
座
し
て
い
た
の

を
知
り
祇
園
の
御
旅
所
を
拝
し
て
空
し
く
帰

っ
て
い
る

(
「家
乗
』
)
。
四
条

の
中
島

に
あ

っ
た
南
京
操
り
の
座
は
寛
文
延
宝
の
頃
よ
り
雨

で
も
興
行
す
る
と
こ
ろ
か
ら

「
雨
蛙
の
芝
居
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
が
(
『歌
舞
伎
事
始
』
)
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
本
格
的
な
芝
居
小
屋
で

も
享
保
六
年
の
頃
に
は
、

「雨
風
」
の
時
に
も
興
行
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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逸
峰
は
昼
飯
も
食

べ
ず
に
舞
台
に
熱
中
し
て
い
た
。
昼
飯
を
食
べ
た
の
は
未
の
刻
も
す
ぎ
た

「
七
つ
時
分
」

で
あ

っ
た
。
恐
ら
く
は
腕

も
疲
れ
る
程
に

一
心
に
記
録
し
た
舞
台

の
こ
と
が
、
ま
だ
頭

の
中
を

一
杯

に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
か
ら
六
十
年

に
も
及
ぶ
生
涯
の
中

で
京
や
大
坂

に
も
何
度
か
足
を
向
け
、
数
多
く
の
紀
行
文
を
残
し
た
逸
峰
で
は
あ

っ
た
が
、

芝
居
の
こ
と
は
遂

に
こ
の

『伊
勢
参
宮
道
紀
』
以
外
に
は
残
さ
な
か

っ
た
と
い
う
。

享保六年閏七月十口の豊竹座

(
1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
6

)

(
7

)

(
8

)

〔注
〕

『
伊
勢
参
宮
道
紀
』

に
観
劇
記
録
の
あ
る

こ
と
は
、
大
谷
篤
蔵
先
生
よ
り
御
教
示
頂

い
た
。

岡
村
氏

に
よ
れ
ば
内
山
逸
峰
は
、
若
年

の
頃
は
仁
左
衛
門
と
称
し
、
家
督
を
相
続
し

て
治
右
衛
門
を
継
ぎ
、
晩
年
は
津
九
太
と

称

し

た

と

い
う

(
『
内
山
逸
峰
紀
行
文
集
』
解
説
)
。
享
保
六
年

当
時

は
逸
峰

の
号
を
用
い
て
い
な
か

っ
た
が
、
本
稿

で
は
逸
峰
の
名
称

で
統

一
し
た
。

祐

田
善
雄
氏

「
竹
本
筑
後
豫

の
後
継
者
問
題

に
つ
い
て
」

(
『
浄
瑠
璃
史
論
考

』
所
収
)

『
外
題
年
鑑
』
で
は
、
沢
太
夫
の
改
名
時
期
を
享
保
六
年

二
月
と
し
、
移
籍
を

同
十
年
五
月
と
す

る
。

こ
れ

に
対

し
祐

田
善
雄
氏
は
早
く
か
ら
疑

問
を
出
さ
れ
、

「
今
昔
操
年
代

記
』

に

「
豊
竹
沢
太
夫
」
と
あ
る

こ
と
か

ら
、

曲豆
竹
座

へ
の
移
籍
が
先

で
改
名

が
後

で
は
な
い
か
と
さ
れ
た
(
「紀

海
音

の
著
作
年
代
考
証
と
そ
の
作
品
傾
向
」

「
国
語
国
文
」
昭
和
十

一
年
七
月
)
。
本
資
料
の
出
現

で
そ
れ
が
裏
付

け
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
絵

尽
し

に
豊
竹
和
泉
太
夫

の
名
が
あ
る

『
坂
上

田
村
麿
』

の
上
演
も
、
祐
田
氏
が
推
定
さ
れ
た
よ
う

に
享
保
⊥ハ
年
か
七
年

の
顔
見
世
興
行
と

い
う
こ

と

に
な
ろ
う
。

岡
村
氏
は

『
伊
勢
参
宮
道
紀
』

の
翻
刻

に
あ
た
り
、
国
立
劇
場
資
料
室
と
松
竹
大
谷
図
書
館
に
問
い
合
わ
せ
を

さ
れ
、

そ
れ
を
注
と
し

て
記
載
さ

れ

て
い
る
。
岡
村
氏
か
ら
は
こ
れ
ら
機
関
の
返
書

の
コ
ピ
ー
も
恵
与

頂
い
た
。

『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
第
七

解
題

『
呉
越
軍
談
』

の
本
文
の
引
用
は
す

べ
て

『
紀
海
音
全
集
』
第
六
巻

に
よ
る
。

こ
の
他

に
も
四
段
目

の

「醗
龍
起

ノ

ハ
タ
ヲ
サ
シ
来

ル
」

(皿
-
中
1

2
)
も
、
正
本

に
は
記
さ
れ

て
い
な
い
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
萢
蓋

が
越
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(
9
)

(10
)

凸
11

)

(
12

)

(
13

)

(
14
)

(
15

)

(
16

)

(
17
)

(
18
)

(
19
)

(
20
)

(
21
)

王
と
西
施
を
連
れ
逃
げ
る
途
中

で
、
太
夫
種
が
率

い
る
三
万
騎

の
越
軍
と
出
会
う
場
面

で
あ
る
が
、
越

の
龍
を
描

い
た
旗
が
舞
台
上

に
出
た
の
で

あ
ろ
う
。

四
段
目

の
部
分

「
四
段
目

マ
ク
張
女
久
太
夫
」
と
あ

る
の
は
、
四
段
目
が
始
ま

っ
た
時
に
幕
が
張

っ
て
あ
り
、

そ
の
前

に
太
夫
が
出

て
出
語
り
し

て
い
る
よ
う

に
も
と
れ
る
が
、
こ
の
部
分
は
呉
王

の
宮
殿
の
場

で
、
次
に

「
コ
王
右

に
西
シ
次
白

サ
イ
キ
左
官
女

三
人
」
と
人
形

の
位
置
を
記
し

て
い
る
所
か
ら
も
本
手
摺

で
の
演
技

で
、
出
語
り

の
場

で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
四
段
目

口
の
末
で

「此
所

ニ
テ
マ
ク
張
」
と
記
す
よ
う

に
、

三
段
目
の
演
技
が
終
わ

っ
て
幕
が
引
か
れ
、
四
段
目
が
始
ま
る
前
の
状
態
を

「
四
段
目

マ
ク
張
」
と
記
し
た

の
で
は
な

い
か
と
し
て
お
く
。

河
竹
繁
敏
氏

『
歌
舞
伎
史
の
研
究
』
な
ど
。

竹
内
道
敬

氏

「続
き
狂
言

へ
の
疑
問
」

(
「
日
本
演
劇
学
会
紀
要
」
第

三
号
)
、

「拍
子
幕
ま

で
」

(
「演
劇
研
究
」
第
九
号
)
。
共

に

『
近
世

芸
能
史
の
研
究
』
所
収
。

道
化
人
形
の

口
上

に
つ
い
て
は
、
信
多
純

}
氏

『
の
ろ
ま
そ
ろ
ま
狂
言
集
成
』
が

詳
し

い
。

「
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
日
本

文
学
近
松
』
第
三
章

寛
延
初
年

の
出
羽
座
の
か
ら
く
り
興
行

『
若
水
千
歳

狐
』
の
正
本

に
、
引
幕
が
描
か
れ

て
い
る

(角

田

一
郎
先
生
の
御
教
示

に
よ
る
)
。
ま
た

ブ

リ

ア
美
術
館
蔵

の

『
女
鉢
之
木
雪
之
段
図
屏
風
』

(
『
図
説
日
本

の
古
典
』
第
十
⊥ハ
巻
所
収
)

に
も

引
幕
が
み
え
る
。

郡
司
正
勝

氏

『
か
ぶ
き
の
発
想
』

森
修
氏

『
近
松
門
左
衛
門
』

服
部
幸
雄
氏

『
大

い
な
る
小
屋
』
。
但
し
服
部
氏
も
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
江
戸
と
上
方

で
は
舞
台

の
東
西
関
係
が
逆

(江
戸
で
は
東
が
上
手
)
で

あ
り
、
東
優
位
と

い
う
考

え
方

で
上
方

の
芝
居
を
説
明
す

る
こ
と
は

で
き
な
い
。

角
田

一
郎
氏

「
人
形
浄

瑠
璃

の
付
舞
台

に
つ
い
て
」

(
「竜
谷
大
学
論
集
」

昭
和
四
十
六
年

二
月
)
、

『
人
形
舞
台
史
』

(
国
立
劇
場
刊
)

郡
司
正
勝
氏

『
風
流
の
図
像
誌
』

(
昭
和
六
十

二
年
刊
)

「
囲
い
ノ
内
」
は
土
間

の
後
ろ

の

一
段
高
く
な

っ
た

「高
場
」
と
呼
ば
れ
る
所

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

(
信
多
純

一
氏
の
御
教
示

に
よ
る
)
。

札

銭
の
額

に
つ
い
て
は
、
享
保
九
年
の
竹
本
座

の
奈
良

興
行
の
時

に
二
十
四
文
と
あ
る

(森
修
氏

『
近
松
門
左
衛
門
』
)
の
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

河
竹
繁
敏
氏

『
歌
舞
伎
史

の
研
究
』
。
須
田
敦
夫
氏

『
日
本

劇
場
史

の
研
究
』
な
ど
。
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(付
記
)

本
稿
を
な
す
に
労
た
り
、
こ
め
資

料
を
紹
介
さ
れ
た
岡
村

日
南

子
氏
か
ら
資
料
の

所
在
を
始
め
と
し
て
、
度

々
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な

御
教
示
・を
い
た

だ

い
た
。
ま
た
演

劇
研
究
会

の
会
員
の
方

々
か
ら
も
、
資
料

の
読

み
な
ど
種

々
御
教
示
い
た
だ

い
た
。
詫
し

て
謝
意
を
表
す
看
も
の
で
あ

る
。
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